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まちの話題
2025島津発祥まつり
令和７年度　第71回都城市美術展
わたSHIGA輝く国スポ・障スポ2025
都城アスリートの挑戦と2027への期待
郷土の伝統を後世へ　民俗芸能は心のふるさと
秋の全国火災予防運動／
バイスタンダー・サポートカードをご存じですか
税金は納付期限までに納めましょう
 11月12日～25日は「女性に対する暴力をな
くす運動」期間です
11月は「児童虐待防止推進月間」
11月１日～７日は文化財保護強調週間　みん
なで守ろう地域の宝
ファミサポで、子育ての輪を広げよう
INFORMATION（市からのお知らせ）
未来のために減らそうプラスチックごみ／
大切にしたい家族の時間「家庭の日」
都城市総合文化ホール／
家庭でできる、冬のエコ活
青春スポットライト／
安全・安心情報／読者のお便り
企業の力／今月の読者プレゼント
美術館情報／都城島津伝承館だより／
歴史探訪
Let’sみやこんじょい／今月のみやこんじょ弁／
おすすめ図書
都城フィロソフィ／私の夢／現住人口／
届けたい都城の風景／編集後記
マイナンバーカードは安全です／広告

10月中旬、本市の秋の風物詩となっている南部ふ
れあい広場のコスモスが満開を迎えました。訪れた
人らは、秋風に揺れるコスモスの中で散歩したり写
真を撮ったりと思い思いの時を過ごしていました。

400万本のコスモスが満開！

今月の表紙 ＣＯＶＥＲ

都城末吉道路・曽於志布志道路建設促進合同決
起大会を開催。さらなる利便性の向上と、大

規模災害時のダブルネットワーク効果が期待される
本道路の整備実現に向け、機運を高めました。

イオンモール都城駅前で、救急の日イベントを
開催。会場では、応急手当体験や救急資器材

を使った救命士体験などが行われ、子どもから大人
まで楽しみながら救急の知識を学んでいました。

秋の雛
ひな

祭りにようこそ

楽しく学ぼう！救急の知識と技術

未来へつなぐ２つの道路整備

９月６日～21日

９月７日

９月13日

旧後藤家商家交流資料館で、重陽の節句に合わ
せ雛人形を飾る「後

のち
の雛展」が開催。館内には、

桃の節句とは一味異なる、秋の訪れを感じさせる飾
り付けの雛人形たちが来館者を迎えていました。
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まちの話題 in M i y a k o n o j o

中心市街地M
マ ル マ ル

allmallで、環境まつりを開催。「見
る・聞く・体験する」をテーマに18種類の展

示や体験ブース、ワークショップが並び、親子で一
緒に地球に優しい取り組みを学んでいました。

まちなか広場で在宅ぼんちネットフェスティバ
ルが開催されました。各種専門職の仕事体験

などを通じて医療・介護の魅力に触れることができ
る本イベント。会場は多くの笑顔であふれていました。

物産交流やイベント協力を通じて、交流を深め
てきた北海道深川市と「物産品相互取扱に関

する協定」を締結。池田市長は「両市のさらなる連
携深化を進めたい」と力を込めていました。

公設地方卸売市場で、地産地消で健康フェアを
開催。地元食材の販売や郷土料理「いもんぬた」

の振る舞い、健康相談などが行われ、訪れた人らは、
都城の食の底力を満喫する１日を過ごしていました。

霧島酒造スポーツランド都城で、市消防局と県
防災救急航空隊が合同訓練を実施。県防災救

急ヘリ「あおぞら」による救助訓練などを行い、大
規模イベント時の初動対応体制の強化を図りました。

山之口駅で花いっぱい運動を実施し、地域住民
や山之口中学校の生徒ら約100人が参加。駅

周辺は花で彩られ、参加者らは令和９年の国スポ・
障スポ開催に向けておもてなしの心を育みました。

見て・聞いて・体験して環境を守ろう！ まちなかで医療や介護の魅力発見！
10月11日 ９月23日

都城×深川　さらなる連携に向けて

地産地消で心も体も健康に

10月５日

10月５日

安心安全な国スポ・障スポ開催に向けて

色鮮やかな花々で来訪者をお出迎え

９月17日

９月13日
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平
安
時
代
に
日
本
最
大
の
荘
園
と
い
わ

れ
た
島し

ま
づ
の
し
ょ
う

津
荘
。
そ
の
中
心
地
で
あ
る
「
都

城
」
の
島
津
の
歴
史
を
体
感
で
き
る
島
津

発
祥
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
歴
史
に

ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
、
都
城
島
津
家
の
歴
史
を
体
感
し
ま
せ

ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ　

　

島
津
発
祥
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　

☎
38-

２
４
６
０

現
代
に
よ
み
が
え
る
歴
史
絵
巻

　
歴
代
の
都
城
島
津
家
当
主
や
都
城
島
津

家
私
領
一
番
隊
の
武
士
、
騎
馬
武
者
、
島

津
姫
な
ど
に
扮ふ

ん

し
た
行
列
が
、
約
１・
５

㌔
の
道
の
り
を
豪
華
絢け

ん

爛ら
ん

に
練
り
歩
き
、

都
城
島
津
家
の
歴
史
を
再
現
し
ま
す
。

◉
日
時
　
11
月
23
日
㈰
　

 
 
 
 
11
時
30
分
〜

◉
行
程
　
都
城
島
津
邸
〜
神
柱
宮

都
城
島
津
の
歴
史
を
体
感
！

　
「
一
日
限
定
の
島
津
村
」
が
コ
ン
セ
プ

ト
の
島
津
荘
園
。
甲か

っ
ち
ゅ
う冑着
用
や
乗
馬
な
ど
、

都
城
島
津
の
歴
史
に
ち
な
ん
だ
体
験
を
楽

し
め
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
民
俗
芸
能

の
披
露
や
大
抽
選
会
も
行
い
ま
す
。

◉
日
時
　
11
月
23
日
㈰
 
11
時
〜
17
時

◉
場
所
　
神
柱
公
園
多
目
的
広
場

◉
内
容
　

【
甲
冑
体
験
処ど

こ
ろ】

　

甲
冑
を
着
て
武
士
体
験
が
で
き
ま
す
。

（
11
時
〜
・
小
学
生
以
下
対
象
・
１
人

３
０
０
円　
※
撮
影
代
含
む
）

【
乗
馬
体
験
処
】

　
か
わ
い
い
ポ
ニ
ー
に
乗
っ
て
、
乗
馬
体

験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。（
11
時
〜
・
小

学
生
以
下
対
象
・
１
回
３
０
０
円
）

【
自じ

顕げ
ん

流
体
験
処
（
無
料
）】

　
鹿
児
島
藩
の
武
士
が
鍛
錬
に
励
ん
だ
古

流
剣
術
を
体
験
で
き
ま
す
。（
13
時
〜
）

【
人
力
俥し

ゃ

体
験
処
】　

　
人
力
俥
に
乗
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
と
公
園

内
の
見
物
を
楽
し
め
ま
す
。（
13
時
〜
・

大
人
５
０
０
円
・
子
ど
も
３
０
０
円
）

【
島
津
荘
園
の
お
宝
探
し
（
無
料
）】

　
園
内
に
隠
さ
れ
た
お
宝
を
探
し
ま
せ
ん

か
。（
15
時
〜
・
小
学
生
以
下
対
象
）

【
都
城
歴
史
観
光
ク
イ
ズ
体
験
処（
無
料
）】

　
歴
史
ク
イ
ズ
に
答
え
て
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
も
ら
い
ま
せ
ん
か
。（
先
着
50
人
）　

※ 

こ
の
ほ
か
、
熊
本
城
お
も
て
な
し
武
将

隊
に
よ
る
演
武
や
お
雪
さ
ん
の
盃

さ
か
づ
き流
し

体
験
、
大
弓
体
験
な
ど
も
予
定
。
当
日

の
状
況
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す

　
島
津
ゆ
か
り
の
史
跡
な
ど
を
巡
っ
て
ス

タ
ン
プ
を
集
め
る
と
、
島
津
荘
園
で
行
う

抽
選
会
に
参
加
で
き
ま
す
。

◉
期
間　
11
月
１
日
㈯
〜
23
日
㈰

み
や
こ
ん
じ
ょ
歴
史
絵
巻

明
道
館
パ
レ
ー
ド

島
津
荘
園

島
津
史
跡
め
ぐ
り

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
無
料
） 11

23
日
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市美展
　都城圏域の芸術文化の向上や情操教育の振興など
のために開催している都城市美術展。今年度は市内
外から387点の作品が出品され、市内出身・在住で
元絵画教室主宰の田島泰仁さんの「円のある構成」
をはじめ26点が入賞しました。
※現在展示は終了しています
 ◎問い合わせ　市立美術館　☎25-1447

令和７年度　第71回都城市美術展

都城市長賞
「ジャパネスク スピリッツ」 伊集院 正

都城市議会議長賞
「私の大地　春」 河野 宗平

ユース賞
「旅人の」金井 涼花

山田新一賞
「空間の観察３
 （アトリエの前）」
 Christopher Troutman

都城市教育長賞
「新世界」 米丸 歩実

キャンバン特別賞
「ふりるを纏

まと

って」
 吉川 香里南

市美展大賞
「円のある構成」 田島 泰仁
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都
城
商
業
高
校
３
年
生
の
岩

松
さ
ん
。
ペ
ア
の
黒
仁
田
選
手

（
日
南
学
園
高
校
）
と
は
互
い

に
強
豪
バ
レ
ー
部
の
エ
ー
ス
同

士
で
す
。「
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
は
、

足
元
が
砂
な
の
で
う
ま
く
飛
べ

な
か
っ
た
り
、
風
の
影
響
を
受

け
た
り
と
、
６
人
制
バ
レ
ー
と

は
勝
手
が
違
う
こ
と
が
多
く
、

最
初
の
頃
は
う
ま
く
い
か
な
い

こ
と
も
多
か
っ
た
」
と
語
る
岩

松
さ
ん
。「
次
か
ら
次
に
直
面

す
る
課
題
を
一
つ
一
つ
克
服
し

て
い
く
過
程
が
楽
し
い
ん
で
す
。

ま
た
、
黒
仁
田
選
手
と
密
に
悩

み
を
共
有
で
き
る
部
分
も
心
強

い
で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

「
こ
れ
ま
で
以
上
に
練
習
を
重

ね
、
周
囲
の
人
た
ち
か
ら
た
く

さ
ん
の
協
力
を
も
ら
っ
た
の
で
、

結
果
を
出
し
た
い
」
と
力
強
く

意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

【
試
合
結
果
】
９
月
６
日　
１
回
戦

茨
城
県
２
ー
０
宮
崎
県

　
ま
ち
な
か
で
、
体
験
型
の

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

ト
ッ
プ
選
手
に
よ
る
迫
力
の

エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
ジ
ャ
ン
プ

を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
見
て
・
体
験
し

て
・
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

◉
日
時
　
11
月
29
日
㈯

　
　
　
　
10
時
〜

◉
場
所
　M

マ

ル

マ

ル

allm
all

ま
ち

な
か
広
場
、
ま
ち
な
か
交
流

セ
ン
タ
ー

◉
内
容
　
ハ
イ
ジ
ャ
ン
プ
チ
ャ

レ
ン
ジ
、
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
チ
ャ

レ
ン
ジ
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

体
験
会
、D

デ
ィ
グ

igSports

、

ス
ポ
ー
ツ
レ
ガ
シ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー

マ
ル
シ
ェ
　

な
ど

　
本
市
出
身
の
鹿
島
さ
ん
と
森

田
さ
ん
。
２
人
は
、
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
宮
崎
県
代
表
と
し
て
滋
賀

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。「
宮

崎
国
ス
ポ
を
見
据
え
、
今
大
会

で
１
つ
で
も
勝
利
を
重
ね
、
良

い
結
果
を
残
し
た
い
。
上
位
を

狙
え
る
チ
ー
ム
に
仕
上
が
っ
て

い
ま
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
の

は
森
田
さ
ん
。鹿
島
さ
ん
は「
２

年
後
の
大
会
は
、
年
齢
的
に
も

自
分
に
と
っ
て
集
大
成
と
な
る

か
も
し
れ
な
い
。
競
技
の
裾
野

を
広
げ
る
と
い
う
意
味
で
も
、

こ
の
場
所
で
プ
レ
ー
す
る
姿
を

た
く
さ
ん
の
人
に
見
せ
ら
れ
た

ら
」
と
宮
崎
大
会
を
見
据
え
た

思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

【
試
合
結
果
】
10
月
３
日　
１
回
戦

宮
城
県
２
ー
１
宮
崎
県

　

令
和
９
年
に
本
県
で
開
催
さ
れ
る
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
。
都
道
府
県
持
ち
回
り
で
開
催

さ
れ
る
同
大
会
は
、
今
年
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
の
国
内
最
大
級

の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
３
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

◎
問
い
合
わ
せ　

国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
大
会
局
総
務
企
画
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
23-

２
６
９
６

わ
た
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
輝
く
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
２
０
２
５

都
城
ア
ス
リ
ー
ト
の
挑
戦
と

２
０
２
７
へ
の
期
待

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
成
年
男
子
の
部

鹿
島　
鉄
平 

さ
ん（
左
）・
森
田　
晴
記 

さ
ん（
右
）

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
女
子
の
部

岩
松　
琴
音 

さ
ん

ス
ポ
フ
ェ
ス
都
城
２
０
２
５

（
無
料
）

２年後に向けて

ビーチバレーの楽しさに

地道に勝利を重ねたい

魅了されています



7 Miyakonojo City Public Relatio㎱    2025.11

指
定
券
を
地
域
振
興
課
と
総
合
文
化
ホ
ー

ル
で
配
付
。
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ

さ
い

　
市
で
は
、貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
る「
民

俗
芸
能
」
を
絶
や
す
こ
と
な
く
後
世
へ
守

り
伝
え
て
い
く
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

地
域
振
興
課　

☎
23-

２
１
３
２

民
俗
芸
能
を
次
世
代
へ

　
市
内
に
は
、
歴
史
や
風
土
の
中
で
育
ま

れ
、
大
切
に
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
民
俗

芸
能
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
後

継
者
不
足
や
関
心
の
低
下
な
ど
で
存
続
が

危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
度
途
絶
え
て
し

ま
う
と
復
活
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
な
た
め
、

次
世
代
に
伝
え
て
い
く
取
り
組
み
が
重
要

で
す
。

　
本
市
で
は
、
小
・
中
学
校
が
設
置
す
る

民
俗
芸
能
伝
承
研
究
会
の
活
動
や
地
域
の

民
俗
芸
能
保
存
会
の
活
動
な
ど
を
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
支
援
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

都
城
民
俗
芸
能
祭
（
無
料
）

　
市
内
５
保
存
会
に
よ
る
有
水
鉦か

ね
踊
り
や

的ま
と
の
し
ょ
う

野
正
八
幡
宮
神
楽
の
ほ
か
、
若
い
世
代

へ
の
承
継
と
し
て
、
木
之
川
内
小
学
校
の

３
〜
６
年
生
の
児
童
が
山
田
町
に
伝
わ
る

瀬せ
が
や
た
わ
ら

茅
俵
踊
り
を
披
露
し
ま
す
。

◉
日
時　
12
月
７
日
㈰　
13
時
〜

◉
場
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル　

◉
そ
の
他　
11
月
1
日
㈯
か
ら
１
階
座
席

郷土の伝統を後世へ
民俗芸能は心のふるさと

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
投
票
し
ま
せ
ん
か

　
民
俗
芸
能
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
展

示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
投
票
く
だ
さ
い
。

【
総
合
文
化
ホ
ー
ル
】

 
11
月
４
日
㈫
〜
16
日
㈰

【
市
立
図
書
館
】

 
11
月
17
日
㈪
〜
30
日
㈰

民
俗
芸
能
の
動
画
を
公
開
中

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
視
聴
で
き
ま
す
。

ま
た
、
市
立
図
書
館
や
地
域
振
興
課
で
は
、

団
体
向
け
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し

出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令和６年開催の民俗芸能祭の様子
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都
城
管
内
の
主
な
火
災
原
因

　
昨
年
中
、
都
城
管
内
で
は
70
件
の
火
災

が
発
生
し
、
１
人
の
死
者
と
７
人
の
負
傷

者
が
出
ま
し
た
。

　
原
因
別
で
は
、
た
き
火
が
９
年
連
続
第

１
位
で
、
令
和
６
年
は
21
件
の
出
火
が
あ

り
ま
し
た
。

ご
み
の
屋
外
焼
却
は
原
則
禁
止

　
屋
外
焼
却
を
発
見
し
た
ら
、
環
境
政
策

課
（
☎
23-

２
１
３
０
）
や
各
総
合
支
所

地
域
生
活
課
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
や
草
木
類

は
適
正
に
分
別

し
、
指
定
袋
で

ご
み
集
積
場
に

持
ち
出
し
ま

し
ょ
う
。

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

【
都
城
盆
地
一
斉
火
災
予
防
広
報
】

　
消
防
局
と
消
防
団
が
合
同
で
市
内
各
地

区
に
お
け
る
防
火
広
報
を
実
施
予
定

【
秋
の
幼
年
防
火
ク
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
】

　

11
月
７
日
㈮
・
11
日
㈫
・
12
日
㈬
に
、

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
る
保
育

園
児
が
、
火
災
予
防

啓
発
の
パ
レ
ー
ド
を

実
施
予
定

防
火
講
話
の
受
講
者
募
集
！

　
消
防
局
で
は
、
火
災
に
対
す
る
備
え
や

対
応
を
一
緒
に
学
ぶ
防
火
講
話
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
、
ハ
ロ
ー
市
役
所
元
気
講

座
の
申
込
書
ま
た
は
申
し
込

み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
請
く
だ

さ
い
。

「
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
」
と
は

　
「
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
」
を
意
味

す
る
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
。
事
故
な
ど
が
起

き
た
際
に
１
１
９
番
通
報
し
、
救
急
隊
が

現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
や
胸
骨
圧
迫
な
ど
の
応
急
手
当
を
実

施
す
る
こ
と
は
、
傷
病
者
の
命
を
救
う
た

め
に
と
て
も
重
要
で
す
。
一
方
で
、
救
急

現
場
で
は
普
段
と
は
異
な
る
出
来
事
が
発

生
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
応
急
手
当
を
実

施
し
た
人
が
不
安
や
自
責
の
念
な
ど
の
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

応
急
手
当
後
の
悩
み
を
サ
ポ
ー
ト

　

消
防
局
で
は
、

応
急
手
当
に
関

わ
っ
た
全
て
の
人

に
、
勇
気
あ
る
行

動
へ
の
感
謝
を
伝

え
る
と
と
も
に
、

不
安
や
心
的
ス
ト

レ
ス
の
解
消
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

「
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
」

を
配
布
し
て
い
ま
す
。
不
安
や
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
た
時
は
、
カ
ー
ド
に
記
載
の
相
談

窓
口
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

◉
配
布
対
象

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・ 

消
防
局
が
実
施
す
る
応
急
手
当
講
習
を

受
講
し
た

・ 

災
害
現
場
で
応
急
手
当
な
ど
を
実
施
し

た※ 

現
場
状
況
に
よ
り
配
布
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す

　
こ
れ
か
ら
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
起
き
や
す
い
時
期
を
迎
え
ま
す
。
火
災
予
防
運
動
に

合
わ
せ
て
、
火
の
元
に
は
十
分
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

◎
問
い
合
わ
せ　

消
防
局
総
務
課　
　

☎
22-

８
８
８
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
◎
火
災
の
問
い
合
わ
せ（
自
動
音
声
）　

☎
22-

８
５
０
０

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

「
急
ぐ
日
も
　
足
止
め
火
を
止
め
　
準
備
よ
し
」

11/９～
11/15

〜
救
急
現
場
で
の
勇
気
あ
る
行
動
に
感
謝
〜

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
ド

を
ご
存
じ
で
す
か

 

◎
問
い
合
わ
せ　

消
防
局
警
防
救
急
課　

☎
22
-８
８
８
３

バイスタンダー・サポートカード
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納
期
内
納
付
と
自
主
納
付
が
原
則

　
市
が
扱
う
税
金
に
は
、
市
県
民
税
や
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
法
人
市
民
税

の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
税
金
は
納
期
内
納
付
と
自
主
納
付

が
原
則
で
す
。

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
「
Ｗ
ｅ

ｂ
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
」
で
は
、
個

人
の
口
座
で
あ
れ
ば
、
口
座
振
替
依
頼
書

の
記
入
や
届
出
印
が
不
要
で
、
金
融
機
関

に
出
向
く
必
要
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

　
利
用
で
き
る
金
融
機
関
な

ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

※ 

従
来
通
り
、
市
内
の
金
融
機
関
窓
口
で

の
申
し
込
み
も
可
能

ア
プ
リ
な
ど
で
も
支
払
い
が
可
能
に

　
eL
マ
ー
ク
が
記
載
さ
れ
て
い
る
納
付
書

で
は
、
24
時
間
３
６
５
日
、
地
方
税
お
支

払
い
サ
イ
ト
や
各
種
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
な
ど

で
支
払
い
が
可
能
で
す
。
詳

し
く
は
、
地
方
税
お
支
払
い

サ
イ
ト
を
確
認
く
だ
さ
い
。

※ 

令
和
７
年
度
、
本
市
で
は
市
県
民
税

（
普
通
徴
収
）
お
よ
び
森
林
環
境
税
・

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・
国
民
健

康
保
険
税
が
対
象

納
付
忘
れ
も
「
滞
納
」
で
す

　
納
付
期
限
ま
で
に
納
付
し
な
い
こ
と
を

「
滞
納
」
と
い
い
ま
す
。
う
っ
か
り
や
不

注
意
に
よ
る
納
付
忘
れ
で
あ
っ
て
も
滞
納

に
な
り
ま
す
。
納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
本

税
の
ほ
か
、
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
も
併

せ
て
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
い
と
き

　
病
気
や
失
業
、
災
害
な
ど
、
や
む
を
得

な
い
理
由
で
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
人
の

た
め
に
、
納
税
相
談
を
随
時
行
っ
て
い
ま

す
。
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
際
は
、
そ
の

ま
ま
放
置
せ
ず
、
早
め
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　
平
日
は
16
時
30
分
ま
で
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

※ 

木
曜
日
は
、
納
税
管
理
課
と
保
険
年
金

課
で
19
時
ま
で
受
け
付
け

滞
納
が
続
く
と
滞
納
処
分
さ
れ
ま
す

　
税
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
国
税
徴
収

法
な
ど
で
定
め
ら
れ
て
い
る
の
が
「
滞
納

処
分
」
で
す
。
滞
納
の
状
態
が
続
く
と
、

滞
納
し
て
い
る
人
の
財
産
（
預
貯
金
や
給

与
、
生
命
保
険
、
不
動
産
な
ど
）
を
差
し

押
さ
え
て
、

滞
納
し
て
い

る
市
税
に
充

当
し
ま
す
。

場
合
に
よ
っ

て
は
、
滞
納

者
宅
の
捜
索
や
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク

を
行
い
、
公
売
し
ま
す
。
滞
納
処
分
は
、

本
人
承
諾
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
行
い
ま
す
。

勤
め
て
い
る
人
の
納
付
方
法

　
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
る
人
の
市
県
民

税
は
、
特
別
徴
収
制
度
に
よ
る
給
与
差
し

引
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。
同
制
度
は
、
雇

用
主
が
従
業
員
の
給
与
か
ら
預
か
っ
て
納

入
す
る
制
度
で
す
。
雇
用
主
の
皆
さ
ん
は
、

納
入
期
限
ま
で
に
納
入
く
だ
さ
い
。

雇
用
主
の
皆
さ
ん
へ

　
従
業
員
が
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
る

場
合
、
会
社
に
給
与
な
ど
の
調
査
を
依
頼

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
調
査
へ
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

納期
税目

12/1
㈪

12/25
㈭

2/2
㈪

3/2
㈪

3/31
㈫

固定資産税 ● ●

市 県 民 税 ●
国 民 健 康
保 険 税 ● ● ● ● ●
後期高齢者
医療保険料 ● ● ● ●

介護保険料 ● ● ● ●

11月以降の税金および保険料の納付期限

税金は納付期限までに納めましょう
　税金は、福祉や教育、生活環境整備など行政サービスを提供するため
の重要な財源です。私たちが健康で豊かな生活を送るために欠かせない
税金を、定められた期限までに納付しましょう。
　　　◎問い合わせ 市税について 納税管理課　☎23-2126
 国民健康保険税・後期高齢者医療保険料について
  保険年金課　☎23-7144
 介護保険料について 介護保険課　☎23-2596
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11月12日～25日は

「
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
」
と
は

　
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
、
デ
ー
ト
Ｄ

Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク・バ
イ
オ
レ
ン
ス
）、

性
犯
罪
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
性
的
な

暴
力
を
含
む
）、
痴
漢
、
売
買
春
、
人
身

取
引
、ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、セ
ク
シ
ャ
ル・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
女
性
に
対
す
る
暴

力
は
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も

の
で
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
形
成
し
て

い
く
上
で
克
服
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。

　
暴
力
は
、
そ
の
対
象
の
性
別
や
加
害
者

と
被
害
者
の
間
柄
を
問
わ
ず
、
決
し
て
許

さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

現
状
は
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
や
人
権
へ

の
軽
視
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
女

性
の
人
権
の
尊
重
の
た
め
の
意
識
啓
発
や

教
育
の
充
実
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
と
は

　
Ｄ
Ｖ
と
は
、
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
親
密

な
関
係
に
あ
る
人
か
ら
振
る
わ
れ
る
暴
力

全
般
を
指
し
ま
す
。
身
体
的
な
暴
力
だ
け

で
は
な
く
、
精
神
的
・
性
的
・
経
済
的
暴

力
も
含
ま
れ
ま
す
。

性
暴
力
と
は

　
同
意
の
な
い
性
的
な
行
為
は
、
性
暴
力

で
す
。
年
齢
・
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
被

害
に
遭
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

相
手
と
対
等
な
関
係
で
な
か
っ
た
り
、

嫌
だ
と
言
え
な
い
状
況
で
あ
っ
た
り
す
る

場
合
は
、
同
意
が
あ
っ
た
こ
と
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
同
意
の
な
い
性
的
な
行
為
は
、

犯
罪
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

本
市
の
状
況

　
昨
年
度
、
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
８
２
６
件
。

そ
の
う
ち
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
相
談
が
１
６
８

件
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
相
談
が
11

件
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
に
関
す
る
相
談
が

３
件
、
性
犯
罪
に
関
す
る
相
談
が
５
件
あ

り
ま
し
た
。
近
年
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
、
性
犯
罪
に
関
す
る
相
談

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　
Ｄ
Ｖ
や
性
暴
力
に
気
付
い
た
り
相
談
を

受
け
た
り
し
た
ら
、
ま
ず
は
自
分
の
考
え

や
気
持
ち
を
押
し
つ
け
ず
、
寄
り
添
っ
て

話
を
聴
く
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
ど
ん
な
時
も
「
あ
な
た
は
悪
く
な

い
」
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

被
害
を
受
け
た
人
へ

　
被
害
に
遭
っ
た
こ
と
を
、
自
分
が
悪
い

と
思
っ
て
誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
い
ま
せ

ん
か
。
あ
な
た
は
悪
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
女
性
総
合
相
談
で
は
、
心
の
ケ
ア
や
こ

れ
か
ら
の
こ
と
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。
年

齢
や
性
別
を
問
わ
ず
利
用
で
き
る
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

１
人
で
悩
ま
ず
、
相
談
く
だ
さ
い

【
電
話
相
談
窓
口
（
相
談
専
用
）】

●
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
☎
23-

７
１
５
７

●
県
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
８
５
–
22
–
３
８
５
８

●
警
察
安
全
相
談
室

　
☎
＃
９
１
１
０
（
全
国
共
通
）

●
性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
さ
ぽ
ー
と
ね
っ
と
宮
崎
」

　
☎
０
９
８
５-

38-

８
３
０
０

【
性
暴
力
に
関
す
る

Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
窓
口
】

　
「
Ｃキ

ュ

ア

ｕ
ｒ
ｅ 

Ｔタ

イ

ム

ｉ
ｍ
ｅ
」

パ
ネ
ル
展

　
市
民
参
加
型
の

企
画
も
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
来
場
く
だ
さ

い
。

◉
期
間　
11
月
12
日
㈬
〜
25
日
㈫

◉
場
所　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

「女性に対する暴力を
なくす運動」期間です

ＤＶや性暴力に気付いたら　相談されたら　そのとき、私たちにもできることがある

　国や県、市では、女性に対する暴力の問題に関する取り組みを一層強化することを目的に「女性に対する
暴力をなくす運動」を実施しています。この機会に暴力のない社会づくりについて考えてみませんか。
 ◎問い合わせ　男女共同参画センター　☎23-2121
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令
和
６
年
度
、
市
に
寄
せ
ら
れ
た
新
規

児
童
家
庭
相
談
は
６
９
０
件
で
、
そ
の
う

ち
虐
待
に
関
す
る
相
談
が
２
４
３
件
。
内

訳
は
、
心
理
的
虐
待
が
１
０
１
件
と
最
も

多
く
、
次
い
で
身
体
的
虐
待
が
82
件
、
ネ

グ
レ
ク
ト
が
51
件
、
性
的
虐
待
が
９
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◉
虐
待
の
分
類

あ
な
た
の
し
つ
け
、
虐
待
か
も

　

子
ど
も
に
生
活
習
慣
や
社
会
の
ル
ー

ル
を
教
え
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
養
育
者
の
期
待
を
押
し
つ
け
、

言
葉
で
責
め
立
て
た
り
、
暴
力
で
従
わ

せ
た
り
す
る
こ
と
は
「
し
つ
け
」
で
は

な
く
「
虐
待
」
で
す
。

　
虐
待
は
、
子
ど
も
の
心
に
恐
怖
や
ト
ラ

ウ
マ
と
し
て
残
り
、
そ
の
成
長
・
発
達
に

悪
影
響
を
与
え
ま
す
。
子
ど
も
の
身
体
に

何
ら
か
の
苦
痛
を
引
き
起
こ
し
た
り
、
不

快
感
を
意
図
的
に
も
た
ら
し
た
り
す
る
行

為
は
、
全
て
体
罰
で
あ
り
法
律
で
も
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

手
を
あ
げ
そ
う
に
な
っ
た
と
き
は

　
子
ど
も
が
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
な
ど

で
否
定
的
な
感
情
が
生
じ
た
と
き
は
、
背

景
に
何
が
あ
っ
た
か
、
子
ど
も
の
立
場
や

主
張
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
の

場
か
ら
離
れ
て
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
た

り
、
６
秒
数
え
な
が
ら
深
呼
吸
し
た
り
す

る
な
ど
、
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
工

夫
を
見
つ
け
、
子
ど
も
と
向
き
合
い
ま

し
ょ
う
。

子
育
て
に
悩
ん
だ
ら

　
子
育
て
を
頑
張
る
こ
と
は
と
て
も
大
変

な
こ
と
で
す
。
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
や

心
配
事
が
あ
る
と
き
に
は
、
専
門
機
関
に

相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
さ
さ
い
な
こ
と

で
も
、
話
を
す
る
こ
と
で
解
決
の
糸
口
を

見
つ
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

周
囲
の
人
の
気
付
き
で
守
ら
れ
る
命

　
近
所
の
人
な
ど
が
あ
い
さ
つ
や
声
を
か

け
て
く
れ
る
だ
け
で
、
養
育
者
の
気
持
ち

が
軽
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
養
育
者

や
子
ど
も
を
見
か
け
た
ら
温
か
い
気
持
ち

で
見
守
り
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら

市
や
児
童
相
談
所
な
ど
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
匿
名
で
も
受
理
さ
れ
ま
す
。

◉
相
談
・
連
絡
先

11月は
「児童虐待防止推進月間」
　全国的に児童虐待に関する通報や相談件数は増加傾向にあり、虐待
によって子どもの命が失われる痛ましい事件も後を絶ちません。児童
虐待をなくすために、私たちにできることは何か、この機会に地域や
家族で話し合ってみましょう。
 ◎問い合わせ　こども家庭課　☎23-0964

身
体
的
虐
待

殴
る
、
蹴
る
、
や
け
ど
を

負
わ
せ
る
、
戸
外
に
閉
め

出
す　
な
ど

心
理
的
虐
待

言
葉
で
脅
す
、
無
視
す
る
、

兄
弟
間
な
ど
で
差
別
す

る
、
子
ど
も
の
前
で
夫
婦

け
ん
か
や
暴
言
・
暴
力
を

行
う
面
前
Ｄ
Ｖ　
な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト

（
育
児
放
棄
・

怠
慢
）

食
事
を
与
え
な
い
、
不
潔

に
す
る
、
家
に
閉
じ
込
め

る
、
車
内
に
放
置
す
る
、

医
療
を
受
け
さ
せ
な
い
、

養
育
者
以
外
の
同
居
人
な

ど
か
ら
の
虐
待
を
放
置
す

る　
な
ど

性
的
虐
待

性
的
関
係
を
強
要
す
る
、

性
器
や
性
交
を
見
せ
る　

な
ど

児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

※
無
料

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

こ
ど
も
家
庭
課　
☎
23-

０
９
６
４

県
南
部
福
祉
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
都
城
児

童
相
談
所
）　
☎
22
–
４
２
９
４

子
育
て
に
関
す
る
相
談

市
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
36
–
５
６
６
１

東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
城
保
健
セ
ン

タ
ー
）　
☎
58
–
６
８
０
０

西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
福
祉
保
健
セ

ン
タ
ー
）　
☎
62
–
４
４
１
１

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
り
ん

☎
45
–
２
１
４
０

児
童
相
談
所
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

※
無
料

☎
０
１
２
０
–
１
８
９
–
７
８
３

本
市
の
児
童
虐
待
の
現
状

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
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文
化
財
保
存
の
現
状

　
市
内
に
は
、
多
く
の
有
形
・
無
形
・
民

俗
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
地
域
住
民
が
大

切
に
保
存
・
継
承
し
て
き
ま
し
た
が
、
少

子
高
齢
化
や
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
の
影

響
で
文
化
財
を
守
る
担
い
手
が
減
少
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
荒
廃
し
た
り
、
破

壊
さ
れ
た
り
し
て
い
る
文
化
財
も
あ
り
ま

す
。

遺
跡
〜
足
元
に
眠
る
文
化
財
〜

　
地
面
の
下
に
は
、
昔
の
生
活
や
文
化
に

つ
い
て
教
え
て
く
れ
る
貴
重
な
文
化
財
が

眠
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
も
、
千
カ
所
以
上
の
遺
跡
が
確

認
さ
れ
て
い
て
、「
埋
蔵
文
化
財
」
と
呼

ば
れ
る
国
民
共
有
の
財
産
で
す
。
こ
れ
ら

は
地
下
に
あ
る
た
め
、
知
ら
な
い
う
ち
に

工
事
な
ど
で
影
響
を
与
え
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
遺
跡
を
守
る
こ
と
は
、
私
た

ち
の
大
事
な
歴
史
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　地元で「デメジンサァ」の愛称で親し
まれる本神社は、天正９（1581）年に都
城島津家が創建した歴史ある神社。社殿
は、県指定有形文化財となっています。
　本神社をはじめ都城島津家に関わる文
化遺産を守るため、平成15年に地元有志
で発足した「都城島津を温

たず

ねる会」は、
清掃活動や例祭運営に加え、子どもたち

と六月灯の灯籠を飾るなど地域・世代間
交流活動も展開しています。平成30年に
は京都に祭られる「都城六烈士」の御分
霊を150年の時を経て帰郷させ、令和５
年にはクラウドファンディングで老朽化
した本神社鳥居の再建を実現。地元住民
の熱意と世界各地の人々の思いが共鳴し
た新しい文化財保存の姿といえます。

兼
けん

喜
き

神社（都島町）「デメジンサァ」の歴史と保存活動

11月１日～７日は文化財保護強調週間

　文化財は、祖先の暮らしの中で生まれ、大切に受け継がれて
きた貴重な財産です。過去と現在をつなぐ「地域の宝」として、
私たちに生きる知恵や指針を与えてくれます。かけがえのない
文化財をみんなで守り、未来へ伝えていきましょう。
 ◎問い合わせ　文化財課　☎23-9547

文
化
財
保
護
の
取
り
組
み

　
市
で
は
、
地
元
住
民
や
事
業
者
の
協
力

の
下
、
指
定
文
化
財
を
中
心
と
し
た
文
化

財
保
護
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
未
指
定

の
史
跡
な
ど
は
、
必
要
に
応
じ
て
市
が
協

力
し
な
が
ら
個
人
や
団
体
が
管
理
し
保
護

に
努
め
て
い
ま
す
。

そ
の
工
事
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！

　
開
発
や
工
事
、
家
屋
の
建
築
な
ど
を
計

画
し
た
と
き
は
、
遺
跡
を
守
る
た
め
の
協

議
や
手
続
き
が
必
要
で
す
。

①
遺
跡
の
範
囲
の
照
会

※ 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
デ
ジ

タ
ル
遺
跡
地
図
を
公
開

②
試
掘
・
確
認
調
査
（
市
負
担
）

③
埋
蔵
文
化
財
の
保
護

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
の
協
力
で
守
ら
れ
る
文
化
財

　

市
内
に
は
、
地
下
に
穴
を
掘
っ
て
造

る
「
地
下
式
横
穴

墓
」
と
い
う
古
墳

が
多
く
存
在
し
ま

す
。
こ
の
古
墳
は
、

市
民
か
ら
の
連
絡

で
存
在
が
確
認
さ

れ
る
こ
と
も
多
く
、

そ
の
保
護
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

みんなで守ろう
　　　　　地域の宝

都城島津を温ねる会
（左から）杉安雄さん、
平井泉会長、土持吉之
さん

築池遺跡地下式横穴墓（下水流町）

相原第1遺跡集石遺構の作業風景
（山之口町富吉）
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ファミサポ

利用会員 援助会員

❹援助
活動

❶会員
登録

❶会員
登録

❶会員登録
❷利用依頼
❶会員登録
❷利用依頼

❸利用
調整

❸利用
調整❸利用

調整
❸利用
調整

❺利用
料金

❺利用
料金

　市では、ファミサポ（都城市ファミリー・サポート・センター）の利用が年々増加傾向で、その受け皿となる
援助会員を必要としています。特別な資格や経験は不要で、さまざまな人が援助会員として活躍しています。
あなたも子育て世帯を支えるサポーターとして活動しませんか。
 ◎問い合わせ　【制度について】　　　こども政策課　☎23-2684
 【利用・登録について】 　ファミサポ　☎26-3810

ファミサポで、子育ての輪を広げよう
－より多くの「援助会員」を必要としています－

　利用会員からスタートし、現在は援助会
員として未就学児や小学生の送迎をしてい
ます。最新の子育て知識を学べる養成講座
は学びが多く、受講するだけでも価値があ
りお勧めです。スタッフのサポートも手厚
いので、安心して活動できますよ。

ファミサポは、自身も成長できる
学びの場です

フ
ァ
ミ
サ
ポ
と
は
？

　
育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
人
（
利
用
会

員
）と
援
助
を
行
い
た
い
人（
援
助
会
員
）

を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
預
か
り
や
送
迎
な
ど

で
子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　
市
内
在
住
の
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
ま

た
は
市
内
の
保
育
園
や
幼
稚
園
、
学
校
に

通
う
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
（
い
ず
れ
も

障
が
い
の
あ
る
場
合
は
18
歳
ま
で
）
を
養

育
す
る
人
が
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
料
金
（
１
時
間
当
た
り
）

・
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　
７
時
〜
19
時　
３
０
０
円

・
右
記
以
外　
４
０
０
円

※ 

自
治
公
民
館
加
入
世
帯
が
送
迎
利
用
を

す
る
場
合
、
利
用
料
が
無
料
に
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
は
ぴ
み

や
こ
ん
じ
ょ
を
確
認
く
だ

さ
い

フ
ァ
ミ
サ
ポ
の
仕
組
み

援
助
会
員
が
必
要
で
す

　
フ
ァ
ミ
サ
ポ
は
、子
育
て
世
帯
が「
困
っ

た
と
き
に
頼
れ
る
先
」
の
１
つ
と
し
て
着

実
に
浸
透
し
て
き
て
い
て
、
そ
の
利
用
は

年
々
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
広
が
り
に
見
合
う
体
制
を
整
え
る

た
め
、
送
迎
や
見
守
り
を
担
う
援
助
会
員

を
地
域
で
さ
ら
に
増
や
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

援
助
会
員
に
な
る
に
は

　
活
動
は「
有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」で
、

特
別
な
資
格
や
経
験
は
不
要
で
す
。
空
い

た
時
間
や
得
意
な
こ
と
で
無
理
な
く
参
加

で
き
、
男
性
も
送
迎
な
ど
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。
子
育
て
の
援
助
を
し
て
み
た
い
人

や
興
味
の
あ
る
人
は
、
ま
ず
は
気
軽
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
主
な
活
動
内
容
】　

　
保
育
園
・
学
校
・
習
い
事
な
ど
へ
の
送

迎
や
、
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
会
員
宅
で
の
預

か
り
な
ど

※ 

各
種
保
険
を
完
備
し
て
い
る
の
で
、
安

心
し
て
活
動
で
き
ま
す

【
活
動
報
酬
（
１
時
間
当
た
り
）】

　
千
円
〜
１
１
０
０
円

【
登
録
条
件
】

・
市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
人

・
援
助
会
員
養
成
講
座
を
受
講
し
た
人

【
援
助
会
員
養
成
講
座
（
無
料
）】

◉
日
程　
１
月
14
日
㈬
・
23
日
㈮
・
27
日

㈫
、
２
月
10
日
㈫
・
20
日
㈮
・
25
日
㈬　

※ 

時
間
な
ど
詳
し
く
は
、
は

ぴ
み
や
こ
ん
じ
ょ
を
確
認

く
だ
さ
い

◉
場
所　
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
か

◉
定
員　
30
人　
※
要
申
し
込
み

１
月
７
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
フ
ァ
ミ

サ
ポ　
☎
26-

３
８
１
０

両方会員（利用・援助）

松宮　祐子さん
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文
化
財
保
存
の
現
状

　
市
内
に
は
、
多
く
の
有
形
・
無
形
・
民

俗
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
地
域
住
民
が
大

切
に
保
存
・
継
承
し
て
き
ま
し
た
が
、
少

子
高
齢
化
や
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
の
影

響
で
文
化
財
を
守
る
担
い
手
が
減
少
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
荒
廃
し
た
り
、
破

壊
さ
れ
た
り
し
て
い
る
文
化
財
も
あ
り
ま

す
。

遺
跡
〜
足
元
に
眠
る
文
化
財
〜

　
地
面
の
下
に
は
、
昔
の
生
活
や
文
化
に

つ
い
て
教
え
て
く
れ
る
貴
重
な
文
化
財
が

眠
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
も
、
千
カ
所
以
上
の
遺
跡
が
確

認
さ
れ
て
い
て
、「
埋
蔵
文
化
財
」
と
呼

ば
れ
る
国
民
共
有
の
財
産
で
す
。
こ
れ
ら

は
地
下
に
あ
る
た
め
、
知
ら
な
い
う
ち
に

工
事
な
ど
で
影
響
を
与
え
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
遺
跡
を
守
る
こ
と
は
、
私
た

ち
の
大
事
な
歴
史
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　地元で「デメジンサァ」の愛称で親し
まれる本神社は、天正９（1581）年に都
城島津家が創建した歴史ある神社。社殿
は、県指定有形文化財となっています。
　本神社をはじめ都城島津家に関わる文
化遺産を守るため、平成15年に地元有志
で発足した「都城島津を温

たず

ねる会」は、
清掃活動や例祭運営に加え、子どもたち

と六月灯の灯籠を飾るなど地域・世代間
交流活動も展開しています。平成30年に
は京都に祭られる「都城六烈士」の御分
霊を150年の時を経て帰郷させ、令和５
年にはクラウドファンディングで老朽化
した本神社鳥居の再建を実現。地元住民
の熱意と世界各地の人々の思いが共鳴し
た新しい文化財保存の姿といえます。

兼
けん

喜
き

神社（都島町）「デメジンサァ」の歴史と保存活動

11月１日～７日は文化財保護強調週間

　文化財は、祖先の暮らしの中で生まれ、大切に受け継がれて
きた貴重な財産です。過去と現在をつなぐ「地域の宝」として、
私たちに生きる知恵や指針を与えてくれます。かけがえのない
文化財をみんなで守り、未来へ伝えていきましょう。
 ◎問い合わせ　文化財課　☎23-9547

文
化
財
保
護
の
取
り
組
み

　
市
で
は
、
地
元
住
民
や
事
業
者
の
協
力

の
下
、
指
定
文
化
財
を
中
心
と
し
た
文
化

財
保
護
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
未
指
定

の
史
跡
な
ど
は
、
必
要
に
応
じ
て
市
が
協

力
し
な
が
ら
個
人
や
団
体
が
管
理
し
保
護

に
努
め
て
い
ま
す
。

そ
の
工
事
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！

　
開
発
や
工
事
、
家
屋
の
建
築
な
ど
を
計

画
し
た
と
き
は
、
遺
跡
を
守
る
た
め
の
協

議
や
手
続
き
が
必
要
で
す
。

①
遺
跡
の
範
囲
の
照
会

※ 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
デ
ジ

タ
ル
遺
跡
地
図
を
公
開

②
試
掘
・
確
認
調
査
（
市
負
担
）

③
埋
蔵
文
化
財
の
保
護

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
の
協
力
で
守
ら
れ
る
文
化
財

　

市
内
に
は
、
地
下
に
穴
を
掘
っ
て
造

る
「
地
下
式
横
穴

墓
」
と
い
う
古
墳

が
多
く
存
在
し
ま

す
。
こ
の
古
墳
は
、

市
民
か
ら
の
連
絡

で
存
在
が
確
認
さ

れ
る
こ
と
も
多
く
、

そ
の
保
護
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

みんなで守ろう
　　　　　地域の宝

都城島津を温ねる会
（左から）杉安雄さん、
平井泉会長、土持吉之
さん

築池遺跡地下式横穴墓（下水流町）

相原第1遺跡集石遺構の作業風景
（山之口町富吉）
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ファミサポ

利用会員 援助会員

❹援助
活動

❶会員
登録
❶会員
登録

❶会員登録
❷利用依頼
❶会員登録
❷利用依頼

❸利用
調整
❸利用
調整❸利用

調整
❸利用
調整

❺利用
料金
❺利用
料金

　市では、ファミサポ（都城市ファミリー・サポート・センター）の利用が年々増加傾向で、その受け皿となる
援助会員を必要としています。特別な資格や経験は不要で、さまざまな人が援助会員として活躍しています。
あなたも子育て世帯を支えるサポーターとして活動しませんか。
 ◎問い合わせ　【制度について】　　　こども政策課　☎23-2684
 【利用・登録について】 　ファミサポ　☎26-3810

ファミサポで、子育ての輪を広げよう
－より多くの「援助会員」を必要としています－

　利用会員からスタートし、現在は援助会
員として未就学児や小学生の送迎をしてい
ます。最新の子育て知識を学べる養成講座
は学びが多く、受講するだけでも価値があ
りお勧めです。スタッフのサポートも手厚
いので、安心して活動できますよ。

ファミサポは、自身も成長できる
学びの場です

フ
ァ
ミ
サ
ポ
と
は
？

　
育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
人
（
利
用
会

員
）と
援
助
を
行
い
た
い
人（
援
助
会
員
）

を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
預
か
り
や
送
迎
な
ど

で
子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　
市
内
在
住
の
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
ま

た
は
市
内
の
保
育
園
や
幼
稚
園
、
学
校
に

通
う
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
（
い
ず
れ
も

障
が
い
の
あ
る
場
合
は
18
歳
ま
で
）
を
養

育
す
る
人
が
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
料
金
（
１
時
間
当
た
り
）

・
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　
７
時
〜
19
時　
３
０
０
円

・
右
記
以
外　
４
０
０
円

※ 

自
治
公
民
館
加
入
世
帯
が
送
迎
利
用
を

す
る
場
合
、
利
用
料
が
無
料
に
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
は
ぴ
み

や
こ
ん
じ
ょ
を
確
認
く
だ

さ
い

フ
ァ
ミ
サ
ポ
の
仕
組
み

援
助
会
員
が
必
要
で
す

　
フ
ァ
ミ
サ
ポ
は
、子
育
て
世
帯
が「
困
っ

た
と
き
に
頼
れ
る
先
」
の
１
つ
と
し
て
着

実
に
浸
透
し
て
き
て
い
て
、
そ
の
利
用
は

年
々
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
広
が
り
に
見
合
う
体
制
を
整
え
る

た
め
、
送
迎
や
見
守
り
を
担
う
援
助
会
員

を
地
域
で
さ
ら
に
増
や
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

援
助
会
員
に
な
る
に
は

　
活
動
は「
有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」で
、

特
別
な
資
格
や
経
験
は
不
要
で
す
。
空
い

た
時
間
や
得
意
な
こ
と
で
無
理
な
く
参
加

で
き
、
男
性
も
送
迎
な
ど
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。
子
育
て
の
援
助
を
し
て
み
た
い
人

や
興
味
の
あ
る
人
は
、
ま
ず
は
気
軽
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
主
な
活
動
内
容
】　

　
保
育
園
・
学
校
・
習
い
事
な
ど
へ
の
送

迎
や
、
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
会
員
宅
で
の
預

か
り
な
ど

※ 

各
種
保
険
を
完
備
し
て
い
る
の
で
、
安

心
し
て
活
動
で
き
ま
す

【
活
動
報
酬
（
１
時
間
当
た
り
）】

　
千
円
〜
１
１
０
０
円

【
登
録
条
件
】

・
市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
人

・
援
助
会
員
養
成
講
座
を
受
講
し
た
人

【
援
助
会
員
養
成
講
座
（
無
料
）】

◉
日
程　
１
月
14
日
㈬
・
23
日
㈮
・
27
日

㈫
、
２
月
10
日
㈫
・
20
日
㈮
・
25
日
㈬　

※ 

時
間
な
ど
詳
し
く
は
、
は

ぴ
み
や
こ
ん
じ
ょ
を
確
認

く
だ
さ
い

◉
場
所　
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
か

◉
定
員　
30
人　
※
要
申
し
込
み

１
月
７
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
フ
ァ
ミ

サ
ポ　
☎
26-

３
８
１
０

両方会員（利用・援助）

松宮　祐子さん
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都
城
島
津
邸
菊
花
展
（
無
料
）

◉
日
時　
11
月
１
日
㈯
〜
15
日
㈯

　
　
　
　
９
時
〜
17
時　

※
月
曜
日
休
館
（
祝
日
の
場
合
そ
の
翌
日
）

◉
場
所　
都
城
島
津
邸

※
本
宅
、
伝
承
館
は
別
途
観
覧
料
が
必
要

都
城
島
津
邸　
☎
23
–
２
１
１
６

も
み
じ
狩
り
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

◉
日
時　
11
月
９
日
㈰　
９
時
〜

◉
集
合
場
所　
青
井
岳
温
泉
駐
車
場

※
８
時
30
分
集
合

◉
対
象
・
定
員　
小
学
生
以
上　
30
人

※
申
し
込
み
順

◉
費
用　
千
円
（
昼
食
代・保
険
料
含
む
）

11
月
６
日
㈭
ま
で
に
メ
ー
ル
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
青
井
岳
の
森
ふ
れ
あ
い
交
流

実
行
委
員
会
（
川
内
）
℻   

77
–
５
２
９
８

aoidakenom
ori@

gm
ail.com

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア
（
無
料
）

　
本
市
、
三
股
町
、
日
南
市
お
よ
び
串
間

市
内
の
福
祉
事
業
所
が
参
加
し
、
説
明
や

相
談
を
実
施
す
る
本
催
し
。
仕
事
や
資
格

に
つ
い
て
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

◉
日
時　
11
月
12
日
㈬

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◉
場
所　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
８
５
–
32
–
９
７
４
０

【
女
子
】

８
０
０
㍍

小
学
１
・
２
年
生

千
㍍

小
学
３
年
生

１・５
㌔

小
学
４
〜
６
年
生

３
㌔

中
学
生
、
高
校
生
、
一
般

◉
費
用　
小
学
生
８
０
０
円
、
中
・
高
校

生
千
円
、
一
般
１
５
０
０
円

12
月
５
日
㈮
ま
で
に
Ｗ
ｅ

ｂ
エ
ン
ト
リ
ー
で
申
し
込
み

都
城
市
陸
上
競
技
協
会

　

toasu4201@
yahoo.co.jp

日
本
の
ひ
な
た
宮
崎
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

◉
活
動
期
間　
令
和
９
年
10
月
末
ま
で

◉
対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
18

歳
以
上
の
人
ま
た
は
団
体

・
市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
し
て
い
る

・
市
内
に
活
動
拠
点
が
あ
る

◉
活
動
内
容　
競
技
会
場
で
の
受
け
付
け

や
美
化
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
補
助
な
ど

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
随
時
登
録
可

能
。
詳
し
く
は
、
市
実
行
委

員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

く
だ
さ
い

国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
大
会
局
総
務
企
画
課

　
☎
23
–
２
６
９
６

ス
ポ
ー
ツ
玉
入
れ

ア
ジ
ャ
タ
大
会
参
加
者

◉
日
時　
12
月
14
日
㈰　
８
時
45
分
〜
12
時

◉
場
所　
都
城
運
動
公
園
屋
内
競
技
場

◉
費
用　
１
チ
ー
ム
当
た
り
千
円

※ 

１
チ
ー
ム
６
人
編
成
（
登

録
は
８
人
ま
で
）。部
門
な

ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

11
月
25
日
㈫
ま
で
に
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
政
策
課

☎
23
–
９
５
４
６

書
家
の
紫し
し
ゅ
う舟
さ
ん
が
指
導

大
書
初
め
大
会
参
加
者
（
無
料
）

◉
日
時　
１
月
12
日
㈪　
10
時
〜
12
時

◉
場
所　
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

◉
定
員　
１
５
０
人　
※
申
し
込
み
順

11
月
10
日
㈪
〜
12
月
10

日
㈬
に
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

ま
た
は
総
合
政
策
課
や
市
役

所
１
階
総
合
案
内
、
各
総
合
支
所
地
域
生

活
課
で
配
布
す
る
申
込
書
に
記
入
し
、
総

合
政
策
課
（
〒
885
–
８
５
５
５
）
へ
持
参

ま
た
は
郵
送　
☎
23
–
７
１
６
１

成
人
記
念
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
参
加
者

◉
日
時　
１
月
18
日
㈰　
９
時
〜

◉
ス
タ
ー
ト
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
場
所　

K

ク

ロ

キ

リ

U
RO
KIRI　

S

ス

タ

ジ

ア

ム

TA
D
IU
M

◉
種
目
・
対
象

【
男
子
】

令
和
８
年
度
採
用
予
定

会
計
年
度
任
用
職
員
採
用
試
験

◉
職
種
区
分　
一
般
事
務
職
（
事
務
補
助
、

窓
口
事
務
、
学
校
事
務
、
公
民
館
事
務
）、

一
般
事
務
職
以
外

◉
試
験
案
内
の
配
布　
10
月
31
日
㈮
か
ら

職
員
課
、
市
役
所
１
階
総
合
案
内
、
消
防

局
総
務
課
、
各
総
合
支
所
、
各
地
区
市
民

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
市
立
図
書
館
で
配
布

11
月
20
日
㈭
〜
28
日
㈮
に
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
「
都
城
市
会
計
年
度

任
用
職
員
採
用
試
験
申
込
シ
ス
テ
ム
」
ま

た
は
紙
面
で
申
し
込
み

※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

職
員
課　
☎
23
–
２
１
１
９

国
ス
ポ
都
城
市
弁
当
調
製
施
設
（
二
次
）

◉
業
務
内
容　
大
会
関
係
者
の
昼
食
弁
当

の
調
製
、
会
場
へ
の
配
達
お
よ
び
弁
当
容

器
の
回
収

◉
要
件　
市
実
行
委
員
会
が
定
め
る
選
考

基
準
を
全
て
満
た
す
事
業
所

※
市
実
行
委
員
会
の
審
査
に
よ
り
選
定

市
実
行
委
員
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
る
申
請

書
お
よ
び
調
査
票
を
作
成
し
、

12
月
12
日
㈮
ま
で
に
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
大

会
局
競
技
運
営
課
（
〒
885
–
８
５
５
５
）

に
持
参
ま
た
は
郵
送　
☎
23
–
２
１
９
２

催
　
し

募
　
集

８
０
０
㍍

小
学
１
・
２
年
生

千
㍍

小
学
３
年
生

１
・
５
㌔

小
学
４
〜
６
年
生

３
㌔

中
学
生

５
㌔

高
校
生
、
一
般

10
㌔

高
校
生
、
一
般

テレビ番組の
案内

◆BTVケーブルテレビ(デジタル111ch)
「みやこんじょジャーナル」　※毎回10分間放送
① 6:50 ～　②11:50 ～　③16:50 ～　④20:50 ～　⑤22:50 ～

ごみの収集日自動音声案内　☎22-5374
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子育て支援センター
今月のオススメ行事
※ その他の行事は、子育て支援センター
のホームページでも確認できます
都城市子育て世代活動支援センター（ぷれぴか）
☎36-5858
子育て講座「母乳の効能・卒乳・断乳について」
●日時　11/19㈬　10時30分～11時30分
※要申し込み
山之口地域子育て支援センター　☎57-3298
先生と話そう！あそぼう！　※要申し込み
●日時　11/19㈬　10時～11時
山田地域子育て支援センター　☎64-3171
ベビーマッサージ
●日時　12/11㈭　10時～11時30分
●定員　７組　※申し込み順
東部地域子育て支援センター　エンゼル
☎26-9587
言語聴覚士あっこ先生のことばの部屋
●日時　12/４㈭　10時30分～11時30分
●定員　10組　※申し込み順
高崎地域子育て支援センター　たんぽぽ
☎62-0027
ウルトラマン教室
●日時　11/19㈬　10時～12時
●定員　７組　※先着順

I N F O R M A T I O N は申し込み、 は問い合わせ

ム
セ
ン
タ
ー
（
え
び
の
市
末
永
）

◉
対
象
・
定
員　
小
学
生
以
上　
30
人

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
。
申
し
込
み
順

◉
費
用　
千
円
（
保
険・ガ
イ
ド
料
含
む
）

※ 

高
校
生
以
下
３
０
０
円
、
駐
車
場
代
別

途
５
０
０
円

◉
そ
の
他　
登
山
に
適
し
た
服
装
で
、
雨

具
や
水
筒
、
弁
当
な
ど
を
持
参

11
月
14
日
㈮
ま
で
に
そ
お
・
み
や
こ

ん
じ
ょ
ジ
オ
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
（
宮
川
）

☎
０
９
０
–
３
７
９
７
–
３
８
４
５

保
育
人
材
就
職
フ
ェ
ア
（
無
料
）

◉
日
時　
11
月
29
日
㈯　
13
時
〜
15
時

◉
場
所　
未
来
創
造
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

◉
対
象　
保
育
士
や
幼
稚
園
教
諭
、
看
護

学
生
３
３
０
円
（
２
１
０
円
）

※
（　
）
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

人
形
の
館　
☎
57
–
５
２
９
５

芸
術
文
化
協
会
加
盟
団
体
イ
ベ
ン
ト

【
景
心
書
道
会
都
城
展
（
無
料
）】

◉
日
時　
11
月
14
日
㈮
〜
16
日
㈰　

　
　
　
　
10
時
〜
19
時　

※
16
日
㈰
は
15
時
ま
で

◉
場
所　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

景
心
書
道
会
（
吉
川
）

　
☎
０
９
０
–
８
４
０
０
–
８
７
６
８

【
都
城
ク
リ
ス
タ
ル
コ
ー
ル
記
念
演
奏
会
】

◉
日
時　
12
月
14
日
㈰　
14
時
開
演

◉
場
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
費
用　
一
般
千
円
、
高
校
生
以
下
５
０

０
円　
※
未
就
学
児
入
場
不
可

都
城
ク
リ
ス
タ
ル
コ
ー
ル
（
落
合
）

　

☎
76
–
５
４
０
５

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

◉
日
程
・
内
容
・
出
演

11
／
18
㈫

ピ
ア
ノ
・
サ
ッ
ク
ス
・
絵
本

く
れ
よ
ん
マ
マ

◉
時
間　
12
時
20
分
〜

◉
場
所　
市
役
所
本
館
１
階
ロ
ビ
ー

文
化
振
興
財
団　
☎
23
–
７
１
４
０

え
び
の
高
原
晩
秋
の
池
巡
り

◉
日
時　
11
月
16
日
㈰　
９
時
〜
14
時

※
８
時
30
分
受
付

◉
集
合
場
所　
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

都
城
ま
ち
な
か
＆
Ｎニ

ク

ル

ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
２
５

【
ま
ち
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
】

◉
期
間　
11
月
15
日
㈯
〜
１
月
12
日
㈪

　
　
　
　
17
時
〜
22
時

※ 

11
月
15
日
㈯
はM

マ

ル

マ

ル

allm
all

ま
ち
な
か
広

場
で
17
時
か
ら
や
し
ろ
優
も
の
ま
ね
ラ

イ
ブ
、
17
時
45
分
か
ら
点
灯
式
を
実
施

◉
場
所　

M
allm

all

、
ウ
エ
ル
ネ
ス
交

流
プ
ラ
ザ
、
ワ
ン
パ
ー
ク
、
周
辺
の
商
店

街
、
都
城
駅
な
ど

商
工
政
策
課　
☎
23
–
２
９
８
３

【
Ｎ
ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
】

◉
期
間　
11
月
22
日
㈯
〜
１
月
12
日
㈪

　
　
　
　
17
時
〜
22
時

※
11
月
22
日
㈯
は
18
時
か
ら
点
灯

◉
場
所　
「
道
の
駅
」
都
城
Ｎ
ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ

み
や
こ
ん
じ
ょ
Ｐ
Ｒ
課　

　

☎
23
–
２
１
９
３

山
之
口
麓
文
弥
節

人
形
浄
瑠
璃
定
期
公
演

◉
日
時　
11
月
16
日
㈰　
14
時
〜

◉
場
所　
山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃

資
料
館
（
人
形
の
館
）

◉
演
目　
娘
手
踊
り
（
お
伊
勢
参
り
）、

門
出
八
嶋
〜
八
嶋
合
戦
の
段
（
い
く
さ
ん

ば
、弁
慶
の
段
切
）、門
出
八
嶋
〜
八
嶋
の

浦
の
段
（
提
灯
と
ぼ
し
）、
間あ
い
狂
言
〜
太
郎

の
御
前
迎
（
ご
ぜ
む
け
）

◉
費
用　
一
般
７
４
０
円
（
５
３
０
円
）、

高
校
生
５
３
０
円
（
３
３
０
円
）、小
・
中

師
、
子
育
て
支
援
員
、
調
理
師
、
栄
養
士

な
ど　
※
新
卒
・
既
卒
問
わ
な
い

保
育
課　
☎
23
–
４
８
９
４

秋
の
日
帰
り
歴
史
旅

◉
日
時　
11
月
29
日
㈯　
８
時
30
分
〜

◉
集
合
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

駐
車
場　
※
８
時
15
分
集
合

◉
場
所　
飫
肥
城
、
小
村
寿
太
郎
記
念
館
、

青
島
神
社
、
服
部
亭
（
昼
食
）

◉
定
員　
30
人　
※
申
し
込
み
順

◉
費
用　
８
５
０
０
円

11
月
21
日
㈮
ま
で
に
南
九
州
文
化
研

究
会
（
狩
野
）

☎
０
８
０
–
２
５
６
５
–
９
３
０
８

テレビ番組の
案内

◆MRTテレビ(デジタル６ch)
「幸せ上々みやこのじょう」　毎週水曜日
18:55 ～ 19：00



15 Miyakonojo City Public Relatio㎱    2025.11

子育て支援センター
今月のオススメ行事
※ その他の行事は、子育て支援センター
のホームページでも確認できます
都城市子育て世代活動支援センター（ぷれぴか）
☎36-5858
子育て講座「母乳の効能・卒乳・断乳について」
●日時　11/19㈬　10時30分～11時30分
※要申し込み
山之口地域子育て支援センター　☎57-3298
先生と話そう！あそぼう！　※要申し込み
●日時　11/19㈬　10時～11時
山田地域子育て支援センター　☎64-3171
ベビーマッサージ
●日時　12/11㈭　10時～11時30分
●定員　７組　※申し込み順
東部地域子育て支援センター　エンゼル
☎26-9587
言語聴覚士あっこ先生のことばの部屋
●日時　12/４㈭　10時30分～11時30分
●定員　10組　※申し込み順
高崎地域子育て支援センター　たんぽぽ
☎62-0027
ウルトラマン教室
●日時　11/19㈬　10時～12時
●定員　７組　※先着順

I N F O R M A T I O N は申し込み、 は問い合わせ

ム
セ
ン
タ
ー
（
え
び
の
市
末
永
）

◉
対
象
・
定
員　
小
学
生
以
上　
30
人

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
。
申
し
込
み
順

◉
費
用　
千
円
（
保
険・ガ
イ
ド
料
含
む
）

※ 

高
校
生
以
下
３
０
０
円
、
駐
車
場
代
別

途
５
０
０
円

◉
そ
の
他　
登
山
に
適
し
た
服
装
で
、
雨

具
や
水
筒
、
弁
当
な
ど
を
持
参

11
月
14
日
㈮
ま
で
に
そ
お
・
み
や
こ

ん
じ
ょ
ジ
オ
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
（
宮
川
）

☎
０
９
０
–
３
７
９
７
–
３
８
４
５

保
育
人
材
就
職
フ
ェ
ア
（
無
料
）

◉
日
時　
11
月
29
日
㈯　
13
時
〜
15
時

◉
場
所　
未
来
創
造
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

◉
対
象　
保
育
士
や
幼
稚
園
教
諭
、
看
護

学
生
３
３
０
円
（
２
１
０
円
）

※
（　
）
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

人
形
の
館　
☎
57
–
５
２
９
５

芸
術
文
化
協
会
加
盟
団
体
イ
ベ
ン
ト

【
景
心
書
道
会
都
城
展
（
無
料
）】

◉
日
時　
11
月
14
日
㈮
〜
16
日
㈰　

　
　
　
　
10
時
〜
19
時　

※
16
日
㈰
は
15
時
ま
で

◉
場
所　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

景
心
書
道
会
（
吉
川
）

　
☎
０
９
０
–
８
４
０
０
–
８
７
６
８

【
都
城
ク
リ
ス
タ
ル
コ
ー
ル
記
念
演
奏
会
】

◉
日
時　
12
月
14
日
㈰　
14
時
開
演

◉
場
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
費
用　
一
般
千
円
、
高
校
生
以
下
５
０

０
円　
※
未
就
学
児
入
場
不
可

都
城
ク
リ
ス
タ
ル
コ
ー
ル
（
落
合
）

　

☎
76
–
５
４
０
５

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

◉
日
程
・
内
容
・
出
演

11
／
18
㈫

ピ
ア
ノ
・
サ
ッ
ク
ス
・
絵
本

く
れ
よ
ん
マ
マ

◉
時
間　
12
時
20
分
〜

◉
場
所　
市
役
所
本
館
１
階
ロ
ビ
ー

文
化
振
興
財
団　
☎
23
–
７
１
４
０

え
び
の
高
原
晩
秋
の
池
巡
り

◉
日
時　
11
月
16
日
㈰　
９
時
〜
14
時

※
８
時
30
分
受
付

◉
集
合
場
所　
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

都
城
ま
ち
な
か
＆
Ｎニ

ク

ル

ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
２
５

【
ま
ち
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
】

◉
期
間　
11
月
15
日
㈯
〜
１
月
12
日
㈪

　
　
　
　
17
時
〜
22
時

※ 

11
月
15
日
㈯
はM

マ

ル

マ

ル

allm
all

ま
ち
な
か
広

場
で
17
時
か
ら
や
し
ろ
優
も
の
ま
ね
ラ

イ
ブ
、
17
時
45
分
か
ら
点
灯
式
を
実
施

◉
場
所　

M
allm

all
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
交

流
プ
ラ
ザ
、
ワ
ン
パ
ー
ク
、
周
辺
の
商
店

街
、
都
城
駅
な
ど

商
工
政
策
課　
☎
23
–
２
９
８
３

【
Ｎ
ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
】

◉
期
間　
11
月
22
日
㈯
〜
１
月
12
日
㈪

　
　
　
　
17
時
〜
22
時

※
11
月
22
日
㈯
は
18
時
か
ら
点
灯

◉
場
所　
「
道
の
駅
」
都
城
Ｎ
ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ

み
や
こ
ん
じ
ょ
Ｐ
Ｒ
課　

　

☎
23
–
２
１
９
３

山
之
口
麓
文
弥
節

人
形
浄
瑠
璃
定
期
公
演

◉
日
時　
11
月
16
日
㈰　
14
時
〜

◉
場
所　
山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃

資
料
館
（
人
形
の
館
）

◉
演
目　
娘
手
踊
り
（
お
伊
勢
参
り
）、

門
出
八
嶋
〜
八
嶋
合
戦
の
段
（
い
く
さ
ん

ば
、弁
慶
の
段
切
）、門
出
八
嶋
〜
八
嶋
の

浦
の
段
（
提
灯
と
ぼ
し
）、
間あ
い

狂
言
〜
太
郎

の
御
前
迎
（
ご
ぜ
む
け
）

◉
費
用　
一
般
７
４
０
円
（
５
３
０
円
）、

高
校
生
５
３
０
円
（
３
３
０
円
）、小
・
中

師
、
子
育
て
支
援
員
、
調
理
師
、
栄
養
士

な
ど　
※
新
卒
・
既
卒
問
わ
な
い

保
育
課　
☎
23
–
４
８
９
４

秋
の
日
帰
り
歴
史
旅

◉
日
時　
11
月
29
日
㈯　
８
時
30
分
〜

◉
集
合
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

駐
車
場　
※
８
時
15
分
集
合

◉
場
所　
飫
肥
城
、
小
村
寿
太
郎
記
念
館
、

青
島
神
社
、
服
部
亭
（
昼
食
）

◉
定
員　
30
人　
※
申
し
込
み
順

◉
費
用　
８
５
０
０
円

11
月
21
日
㈮
ま
で
に
南
九
州
文
化
研

究
会
（
狩
野
）

☎
０
８
０
–
２
５
６
５
–
９
３
０
８

テレビ番組の
案内

◆MRTテレビ(デジタル６ch)
「幸せ上々みやこのじょう」　毎週水曜日
18:55 ～ 19：00
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◉
場
所　
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

◉
内
容　
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
統
括
診
療

部
長
の
富
田
雅
樹
医
師
に
よ
る
肺
が
ん
に

つ
い
て　
※
申
し
込
み
不
要

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

　
☎
23
–
４
１
１
１

健
康
ラ
イ
フ
教
室
（
無
料
）

◉
内
容
・
日
時
・
場
所
・
講
師

◉
対
象
・
定
員　
市
民　
各
回
50
人

※
申
し
込
み
順

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
、

電
話
ま
た
は
健
康
課
窓
口　

☎
23
–
２
７
６
５

陶
芸
工
房
「
幸ゆ

き

の
陶と

う

」
陶
芸
教
室

◉
内
容
・
日
時
・
製
作
時
間
・
費
用

陶
芸
工
房
「
幸
の
陶
」

　
　
☎
58
–
６
１
５
０

場
合
、
当
日
券
の
販
売
は
な
し
。
３
歳

未
満
膝
上
鑑
賞
無
料

◉
出
演　
米
良
美
一
、
本
名
陽
子
、
加
藤

登
紀
子
、Ｎ
響
団
友
ポ
ッ
プ
ス
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ※ 

チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
に
つ
い

て
詳
し
く
は
、
総
合
文
化

ホ
ー
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
く
だ
さ
い

総
合
文
化
ホ
ー
ル　
☎
23
–
７
１
４
０

お
し
ゃ
べ
り
が
ん
サ
ロ
ン

ル
ピ
ナ
ス
（
無
料
）

◉
日
時　
11
月
20
日
㈭

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

◉
場
所　
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

◉
対
象　
が
ん
患
者
お
よ
び
家
族
な
ど

◉
内
容　
抗
が
ん
剤
の
副
作
用
と
上
手
に

付
き
合
う
た
め
に　
※
要
申
し
込
み

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
内
が
ん
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー　

☎
０
１
２
０
–
４
１
１
–
３
２
９

健
康
講
座
（
無
料
）

◉
日
時　
11
月
27
日
㈭　
14
時
〜
15
時

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
「
山
之
口
」

◉
日
時　
12
月
７
日
㈰

　
　
　
　
９
時
30
分
〜
15
時

◉
場
所　
山
之
口
総
合
セ
ン
タ
ー

◉
内
容　
各
種
団
体
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
披

露
や
大
抽
選
会
、
苗
木
無
料
配
布
な
ど

山
之
口
地
域
生
活
課　
☎
57
–
３
１
１
６

都
城
島
津
家
御ご

入に
ゅ

部う
ぶ

記
念
ウ
オ
ー
ク

　
市
内
の
史
跡
を
巡
り
、
邸
内
の
石
蔵
で

お
茶
と
お
菓
子
を
堪
能
し
ま
せ
ん
か
。

◉
日
時　
12
月
13
日
㈯

　
　
　
　
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

◉
集
合
場
所　
都
城
島
津
伝
承
館
ロ
ビ
ー

◉
定
員　
20
人　
※
申
し
込
み
順

◉
費
用　
千
円
（
喫
茶
代
な
ど
含
む
）

11
月
14
日
㈮
〜
12
月
３

日
㈬
に
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

ま
た
は
電
話
で
都
城
島
津
邸

☎
23
–
２
１
１
６

宝
く
じ
文
化
公
演

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
〜
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
で
聴
く
ジ
ブ
リ
音
楽
〜

◉
日
時　
２
月
21
日
㈯　
15
時
開
演

◉
場
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
費
用　
全
席
指
定
２
千
円
（
２
５
０
０

円
）、
高
校
生
以
下
千
円
（
１
５
０
０
円
）

※ 

宝
く
じ
の
助
成
に
よ
る
特
別
料
金
。

（　
）
は
当
日
料
金
。前
売
り
券
完
売
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
無
料
）

　
元
キ
ュ
ー
バ
代
表
選
手
の
マ
ウ
リ
セ
・

ト
ラ
ル
バ
さ
ん
が
指
導
し
ま
す
。

◉
日
時　
11
月
29
日
㈯

　
　
　
　
９
時
〜
12
時
30
分

◉
場
所　
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

◉
対
象　
市
内・三
股
町
内
の
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
に
所
属
す
る
小
学
生

◉
定
員　
１
０
０
人　
※
申
し
込
み
順

11
月
16
日
㈰
ま
で
に

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
政
策
課　

☎
23
–
９
５
４
６

鶏
・
豚
肉
の
燻く

ん

製
・
ア
イ
ス
加
工
体
験

◉
日
程　
１
月
13
日
㈫
〜
３
月
31
日
㈫

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

◉
場
所　
高
崎
縄
瀬
地
区
活
性
化
セ
ン

タ
ー

◉
定
員　
１
日
１
グ
ル
ー
プ
（
５
〜
８
人

程
度
）

◉
費
用　
１
人
当
た
り
１
１
０
０
円
（
材

料
費
別
途
必
要
）

※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

12
月
１
日
㈪
以
降
の
月
〜
金
曜
日
（
祝

日
除
く
）
の
９
時
〜
15
時
30
分
に
受
付
専

用
電
話　
☎
62
–
０
３
１
９

高
崎
総
合
支
所
産
業
建
設
課

　
☎
62
–
１
１
１
３

鏡
餅
（
餅
と
ミ
カ
ン
）
作
り

11
／
１
㈯
〜
30
㈰　
※
水
曜
日
除
く

10
時
〜　
30
分
程
度　
１
５
０
０
円

干
支
（
午
）
の
置
物
作
り

11
月
の
毎
週
日
曜
日　
13
時
〜

60
分
程
度　
２
千
円

血
圧
を
上
手
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
！

〜
あ
な
た
の
血
圧
は
大
丈
夫
？
〜

11
／
26
㈬　
13
時
〜
14
時　
市
役
所
南
別
館

伊
達
ク
リ
ニ
ッ
ク　
伊
達
晴
彦
先
生

運
動
×
脳
ト
レ

〜
脳
と
身
体
を
つ
な
ぐ
新
感
覚
の
脳
ト
レ
〜

12
／
12
㈮　

10
時
〜
11
時
30
分　

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

Rianball

ラ
イ
フ
キ
ネ

テ
ィ
ッ
ク
公
認
ト
レ
ー
ナ
ー　
蔵
本
優
実
さ
ん

講
座
・
教
室

ラジオ番組の
案内

◆MRTラジオ(AM放送936kHz、ワイドFM90.4MHz)
「みやこのじょうドキドキナビ」
毎週月～金曜日(祝日を除く)　15:30 ～ 15:45

催
　
し

都城市公式 LINEでは、イベント情報などを入手できます
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の
ん
び
り
午
後
ヨ
ガ
（
全
４
回
）

12
／
４
㈭
・
11
㈭
・
18
㈭
・
25
㈭　
15
時
30

分
〜
16
時
20
分　
妻
ケ
丘
地
区
公
民
館　

８
人　
※
５
人
以
上
で
開
催　
２
千
円　

動
き
や
す
い
服
装
、
飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、

タ
オ
ル

簡
単
ブ
ラ
ウ
ス
（
全
４
回
）

12
／
２
㈫
・
９
㈫
・
16
㈫
・
23
㈫　
９
時
30

分
〜
12
時
30
分　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

５
人　
※
５
人
で
開
催　

２
千
円　
洋
裁
道

具
一
式
、
布
地
（
巾
１
１
２
㌢
×
長
さ
１
３

０
㌢
）11

月
20
日
㈭
ま
で
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー　
☎
23
–
２
０
０
１

い
き
い
き
長
寿
課
主
催
の
教
室

【
①
こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座
体
験

会
（
無
料
）】

◉
日
時　
①
12
月
２
日
㈫
、
②
12
月
19
日

㈮　
10
時
15
分
〜
11
時
45
分

◉
場
所　
①
イ
オ
ン
モ
ー
ル
都
城
駅
前
、

②
志
和
池
地
区
公
民
館

◉
対
象　
こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座

に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
市
民

◉
定
員　
各
回
20
人　
※
申
し
込
み
順

◉
そ
の
他　
運
動
に
適
し
た
服
装
と
靴
（
②

は
室
内
シ
ュ
ー
ズ
）
で
、飲
み
物
と
タ
オ
ル

を
持
参

【
②
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
（
無
料
・
全
３

回
）】

◉
場
所
・
日
時

若
年
性
認
知
症
本
人
交
流
会
（
無
料
）

◉
日
時　
12
月
13
日
㈯　
10
時
〜
12
時

◉
場
所　
ふ
ら
〜
っ
と
カ
フ
ェ
（
若
葉
町
）

◉
対
象　
若
年
性
認
知
症
本
人
や
家
族
、

支
援
者
、
協
力
機
関
の
職
員
な
ど

※ 

支
援
者
や
協
力
機
関
の
職
員
は
３
０
０

円
が
必
要

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
宮
崎
県
支
部

（
増
田
）

☎
０
８
０
–
８
０
８
４
–
９
７
２
２

生
涯
学
習
課
主
催
の
教
室

き
ら
り
体
験
教
室

◉
日
時
・
場
所
・
定
員
・
費
用
・
持
参
物

都
城
高
専
主
催
の
教
室

電
気
回
路
超
入
門
〜
資
格
取
得
に

向
け
て
〜
（
無
料
・
全
２
回
）

　
電
気
回
路
解
析
の
基
礎
的
な
内
容
を
学

び
直
す
講
座
で
す
。
電
気
工
事
士
や
電
気

主
任
技
術
者
な
ど
の
資
格
取
得
に
挑
戦
し

た
い
人
に
も
お
薦
め
で
す
。

◉
日
時　
11
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

　
　
　
　
13
時
〜
16
時
30
分

◉
場
所　
都
城
高
専

◉
対
象　
高
校
生
以
上
の
市
民
（
初
心
者

向
け
）

◉
定
員　
20
人　

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

11
月
14
日
㈮
（
必
着
）

ま
で
に
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
、

は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

メ
ー
ル
で
都
城
高
専
総
務
課
総
務
企
画
係

（
〒
885
–
８
５
６
７　
吉
尾
町
４
７
３
–
１
）

☎
47
–
１
３
０
５　
℻   

38
–
１
５
０
８

kikaku@
jim
.m
iyakonojo-nct.ac.jp

認
知
症
家
族
支
援
「
な
ご
み
会
」

（
無
料
）

◉
日
時　
12
月
６
日
㈯　
13
時
〜
15
時

◉
場
所　
未
来
創
造
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

◉
対
象　
認
知
症
の
人
を
介
護
す
る
家
族

◉
定
員　
25
人　
※
申
し
込
み
順

◉
内
容　
認
知
症
の
人
の
家
族
の
話

12
月
４
日
㈭
ま
で
に
都
城
コ
ア
学
園

☎
38
–
４
８
１
１

◉
対
象
・
定
員　
全
て
の
回
に
参
加
で
き

る
高
齢
者
・
各
回
20
人　
※
申
し
込
み
順

◉
内
容　
①
栄
養
や
口
腔く

う
、
服
薬
に
関
す

る
講
話
、
②
簡
単
な
運
動
体
験
、
握
力
測

定
、③
こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座
体
験

◉
そ
の
他　
運
動
に
適
し
た

服
装
と
室
内
シ
ュ
ー
ズ
で
、

飲
み
物
と
タ
オ
ル
を
持
参

電
話
ま
た
は
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
か
ら
い
き
い
き
長

寿
課

☎
23
–
３
１
８
４

エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）

◉
場
所　
南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

◉
日
時
・
内
容　
12
月
13
日
㈯

◉
対
象　
本
市
、
三
股
町
、
曽
於
市
、
志

布
志
市
在
住
の
人

※
い
ず
れ
か
の
回
の
み
参
加
も
可

◉
定
員　
30
人　
※
申
し
込
み
順

11
月
28
日
㈮
ま
で
に
申

し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
南
九

州
大
学
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
セ

ミ
ナ
ー
担
当　
☎
21
–
２
１
１
１

祝
吉
地
区
公
民
館

12
／
３
㈬
・
６
㈯
・
10
㈬　
10
時
〜
12
時

第
１
部　
10
時
〜
12
時

植
物
バ
イ
オ
入
門
〜
無
菌
培
養
に
よ
る
キ
ク

の
増
殖
と
鉢
上
げ
〜

第
２
部　
13
時
〜
15
時

簡
単
で
リ
ア
ル
な
生
き
物
の
折
り
紙
２
０
２
５

３
Ｂ
体
操
（
全
４
回
）

12
／
２
㈫
・
９
㈫
・
16
㈫
・
23
㈫　
10
時
〜

11
時
30
分　
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

10
人　
※
５
人
以
上
で
開
催　
２
千
円　

飲
み
物
、
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル

Ｚズ

ン

バ

Ｕ
М
Ｂ
Ａ
（
全
４
回
）

12
／
１
㈪
・
８
㈪
・
15
㈪
・
22
㈪　
19
時
〜

21
時　
妻
ケ
丘
地
区
公
民
館　
20
人　

※
５
人
以
上
で
開
催　

２
千
円　

飲
み
物
、

室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル

グ
ラ
ス
ア
ー
ト
で
作
る
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

12
／
６
㈯　

10
時
〜
12
時　

未
来
創
造
ス

テ
ー
シ
ョ
ン　
７
人　
※
５
人
以
上
で
開
催

２
千
円　
は
さ
み
、
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド

ゆ
っ
く
り
朝
ヨ
ガ
（
全
４
回
）

12
／
４
㈭
・
11
㈭
・
18
㈭
・
25
㈭　
９
時
10

分
〜
10
時　

M
allm

all

ま
ち
な
か
交
流
セ

ン
タ
ー　
８
人　
※
５
人
以
上
で
開
催　

２
千
円
、
動
き
や
す
い
服
装
、
飲
み
物
、

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
タ
オ
ル

西
岳
小
学
校
体
育
館
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

12
／
４
㈭
・
11
㈭
・
18
㈭

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

①申し込みフォーム②申し込みフォーム
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の
ん
び
り
午
後
ヨ
ガ
（
全
４
回
）

12
／
４
㈭
・
11
㈭
・
18
㈭
・
25
㈭　
15
時
30

分
〜
16
時
20
分　
妻
ケ
丘
地
区
公
民
館　

８
人　
※
５
人
以
上
で
開
催　
２
千
円　

動
き
や
す
い
服
装
、
飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、

タ
オ
ル

簡
単
ブ
ラ
ウ
ス
（
全
４
回
）

12
／
２
㈫
・
９
㈫
・
16
㈫
・
23
㈫　
９
時
30

分
〜
12
時
30
分　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

５
人　
※
５
人
で
開
催　

２
千
円　
洋
裁
道

具
一
式
、
布
地
（
巾
１
１
２
㌢
×
長
さ
１
３

０
㌢
）11

月
20
日
㈭
ま
で
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー　
☎
23
–
２
０
０
１

い
き
い
き
長
寿
課
主
催
の
教
室

【
①
こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座
体
験

会
（
無
料
）】

◉
日
時　
①
12
月
２
日
㈫
、
②
12
月
19
日

㈮　
10
時
15
分
〜
11
時
45
分

◉
場
所　
①
イ
オ
ン
モ
ー
ル
都
城
駅
前
、

②
志
和
池
地
区
公
民
館

◉
対
象　
こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座

に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
市
民

◉
定
員　
各
回
20
人　
※
申
し
込
み
順

◉
そ
の
他　
運
動
に
適
し
た
服
装
と
靴
（
②

は
室
内
シ
ュ
ー
ズ
）
で
、飲
み
物
と
タ
オ
ル

を
持
参

【
②
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
（
無
料
・
全
３

回
）】

◉
場
所
・
日
時

若
年
性
認
知
症
本
人
交
流
会
（
無
料
）

◉
日
時　
12
月
13
日
㈯　
10
時
〜
12
時

◉
場
所　
ふ
ら
〜
っ
と
カ
フ
ェ
（
若
葉
町
）

◉
対
象　
若
年
性
認
知
症
本
人
や
家
族
、

支
援
者
、
協
力
機
関
の
職
員
な
ど

※ 

支
援
者
や
協
力
機
関
の
職
員
は
３
０
０

円
が
必
要

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
宮
崎
県
支
部

（
増
田
）

☎
０
８
０
–
８
０
８
４
–
９
７
２
２

生
涯
学
習
課
主
催
の
教
室

き
ら
り
体
験
教
室

◉
日
時
・
場
所
・
定
員
・
費
用
・
持
参
物

都
城
高
専
主
催
の
教
室

電
気
回
路
超
入
門
〜
資
格
取
得
に

向
け
て
〜
（
無
料
・
全
２
回
）

　
電
気
回
路
解
析
の
基
礎
的
な
内
容
を
学

び
直
す
講
座
で
す
。
電
気
工
事
士
や
電
気

主
任
技
術
者
な
ど
の
資
格
取
得
に
挑
戦
し

た
い
人
に
も
お
薦
め
で
す
。

◉
日
時　
11
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

　
　
　
　
13
時
〜
16
時
30
分

◉
場
所　
都
城
高
専

◉
対
象　
高
校
生
以
上
の
市
民
（
初
心
者

向
け
）

◉
定
員　
20
人　

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

11
月
14
日
㈮
（
必
着
）

ま
で
に
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
、

は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

メ
ー
ル
で
都
城
高
専
総
務
課
総
務
企
画
係

（
〒
885
–
８
５
６
７　
吉
尾
町
４
７
３
–
１
）

☎
47
–
１
３
０
５　
℻   

38
–
１
５
０
８

kikaku@
jim
.m
iyakonojo-nct.ac.jp

認
知
症
家
族
支
援
「
な
ご
み
会
」

（
無
料
）

◉
日
時　
12
月
６
日
㈯　
13
時
〜
15
時

◉
場
所　
未
来
創
造
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

◉
対
象　
認
知
症
の
人
を
介
護
す
る
家
族

◉
定
員　
25
人　
※
申
し
込
み
順

◉
内
容　
認
知
症
の
人
の
家
族
の
話

12
月
４
日
㈭
ま
で
に
都
城
コ
ア
学
園

☎
38
–
４
８
１
１

◉
対
象
・
定
員　
全
て
の
回
に
参
加
で
き

る
高
齢
者
・
各
回
20
人　
※
申
し
込
み
順

◉
内
容　
①
栄
養
や
口
腔く

う
、
服
薬
に
関
す

る
講
話
、
②
簡
単
な
運
動
体
験
、
握
力
測

定
、③
こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座
体
験

◉
そ
の
他　
運
動
に
適
し
た

服
装
と
室
内
シ
ュ
ー
ズ
で
、

飲
み
物
と
タ
オ
ル
を
持
参

電
話
ま
た
は
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
か
ら
い
き
い
き
長

寿
課

☎
23
–
３
１
８
４

エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）

◉
場
所　
南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

◉
日
時
・
内
容　
12
月
13
日
㈯

◉
対
象　
本
市
、
三
股
町
、
曽
於
市
、
志

布
志
市
在
住
の
人

※
い
ず
れ
か
の
回
の
み
参
加
も
可

◉
定
員　
30
人　
※
申
し
込
み
順

11
月
28
日
㈮
ま
で
に
申

し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
南
九

州
大
学
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
セ

ミ
ナ
ー
担
当　
☎
21
–
２
１
１
１

祝
吉
地
区
公
民
館

12
／
３
㈬
・
６
㈯
・
10
㈬　
10
時
〜
12
時

第
１
部　
10
時
〜
12
時

植
物
バ
イ
オ
入
門
〜
無
菌
培
養
に
よ
る
キ
ク

の
増
殖
と
鉢
上
げ
〜

第
２
部　
13
時
〜
15
時

簡
単
で
リ
ア
ル
な
生
き
物
の
折
り
紙
２
０
２
５

３
Ｂ
体
操
（
全
４
回
）

12
／
２
㈫
・
９
㈫
・
16
㈫
・
23
㈫　
10
時
〜

11
時
30
分　
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

10
人　
※
５
人
以
上
で
開
催　
２
千
円　

飲
み
物
、
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル

Ｚズ

ン

バ

Ｕ
М
Ｂ
Ａ
（
全
４
回
）

12
／
１
㈪
・
８
㈪
・
15
㈪
・
22
㈪　
19
時
〜

21
時　
妻
ケ
丘
地
区
公
民
館　
20
人　

※
５
人
以
上
で
開
催　

２
千
円　

飲
み
物
、

室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル

グ
ラ
ス
ア
ー
ト
で
作
る
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

12
／
６
㈯　

10
時
〜
12
時　

未
来
創
造
ス

テ
ー
シ
ョ
ン　
７
人　
※
５
人
以
上
で
開
催

２
千
円　
は
さ
み
、
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド

ゆ
っ
く
り
朝
ヨ
ガ
（
全
４
回
）

12
／
４
㈭
・
11
㈭
・
18
㈭
・
25
㈭　
９
時
10

分
〜
10
時　

M
allm

all

ま
ち
な
か
交
流
セ

ン
タ
ー　
８
人　
※
５
人
以
上
で
開
催　

２
千
円
、
動
き
や
す
い
服
装
、
飲
み
物
、

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
タ
オ
ル

西
岳
小
学
校
体
育
館
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

12
／
４
㈭
・
11
㈭
・
18
㈭

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

①申し込みフォーム②申し込みフォーム
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あ
っ
て
も
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
す

る
た
め
、防
疫
対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

毎
日
観
察
し
、
飼
育
小
屋
な
ど
を
清
潔

に
保
つ

・ 

野
鳥
が
近
づ
か
な
い
よ
う
飼
育
小
屋
に

は
金
網
や
防
鳥
ネ
ッ
ト
を
張
り
、
餌
は

小
屋
の
中
に
置
く

・ 

飼
育
小
屋
は
専
用
の
履
物
に
履
き
替
え
、

出
入
り
の
際
は
手
指
と
履
物
を
消
毒
す
る

畜
産
課　
☎
23
–
２
７
６
９

令
和
８
年
４
月
開
校
予
定

学
び
の
多
様
化
学
校
「
都
城
市
立
あ

や
め
野
中
学
校
」
転
入
学
事
前
相
談

会
申
し
込
み

◉
対
象　
令
和
８
年
度
の
中
学
１
〜
３
年

生
で
不
登
校
状
態
に
あ
る
生
徒

※ 

転
入
学
を
希
望
す
る
場
合
、
本
相
談
会

へ
の
参
加
が
必
須

11
月
28
日
㈮
ま
で
に
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
各
学

校
で
入
手
で
き
る
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、在
籍
す
る
学
校
へ

提
出
。
市
立
学
校
以
外
に
在
籍
の
場
合
は
、

教
育
政
策
課
へ
提
出
。
当
校
に
つ
い
て
詳

し
く
は
、
11
月
４
日
㈫
・
９
日
㈰
に
開
催

す
る
学
校
概
要
説
明
会
に
参
加
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
動
画
を
確
認

教
育
政
策
課　
☎
23
–
９
５
４
３

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
農
業
者
年
金
は
、
年
金
保
険
料
と
そ
の

◉
そ
の
他　
③
⑤
〜
⑦
は
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
ハ
ン
カ
チ
、
保
冷
バ
ッ
グ
を
持
参

※ 

申
し
込
み
順
。詳
し
く
は
、

都
城
Ｎ
ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

③
は
11
月
23
日
㈰
、
⑤
は
11
月
28
日

㈮
、
⑥
は
11
月
29
日
㈯
、
⑦
は
12
月
５
日

㈮
、
①
②
④
は
開
催
日
前
日
ま
で
に
コ
コ

ニ
ク
ル
都
城　
☎
38
–
５
５
２
９

お
知
ら
せ

11
月
30
日
は
年
金
の
日

　
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
と
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
い

つ
で
も
年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給

見
込
額
を
確
認
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、ね
ん
き
ん
定
期
便
や
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
、老
後
の
生
活

設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

都
城
年
金
事
務
所　
☎
23
–
２
５
７
１

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　
空
気
が
乾
燥
し
、
ウ
イ
ル
ス
が
ま
ん
延

し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
す
。
愛
玩
鶏
で

い
い 

み
ら
い

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会
（
無
料
）

◉
日
時　
12
月
20
日
㈯

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◉
場
所　
祝
吉
地
区
公
民
館

◉
定
員　
80
人　
※
申
し
込
み
順

◉
内
容　
ア
ル
コ
ー
ル
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依

存
症
に
つ
い
て

12
月
12
日
㈮
ま
で
に
都
城
保
健
所

☎
23
–
４
５
０
４

「
道
の
駅
」都
城
Ｎ
ⅰ
Ｑ
Ｌ
Ｌ
の
教
室

◉
場
所　
「
道
の
駅
」
都
城
Ｎ
ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ

◉
日
時
・
定
員
・
費
用

運
用
益
が
原
資
の
積
み
立
て
方
式
の
終
身

年
金
で
、
社
会
保
険
料
控
除
の
税
制
優
遇

措
置
も
あ
り
ま
す
。

◉
対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・ 

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、
年
間

60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳
未
満

の
人

・ 

国
民
年
金
任
意
加
入
者
で
、
年
間
60
日

以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
人

※ 

保
険
料
な
ど
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎ 

23
–
７
８
６
８

　
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

令
和
８
年
４
月
か
ら
の

認
可
保
育
施
設
の
入
所
申
し
込
み

【
幼
稚
園・認
定
こ
ど
も
園
（
１
号
認
定
）】

　
入
所
を
希
望
す
る
園
に
直
接
申
し
込
み

【
保
育
所
（
園
）、
認
定
こ
ど
も
園
（
２
・

３
号
認
定
）】

◉
申
請
書
の
配
布
場
所　
入
所
を
希
望
す

る
園
、
保
育
課
、
各
総
合
支
所
地
域
生
活

課◉
受
付
期
間　

【
１
回
目
】
11
月
４
日
㈫
〜
12
月
25
日
㈭

【
２
回
目
】
12
月
26
日
㈮
〜
３
月
２
日
㈪

◉
受
付
場
所　
保
育
課

※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

保
育
課　
☎
23
–
４
８
９
４

①
や
さ
し
い
朝
ヨ
ガ

12
／
５
㈮　
10
時
〜
11
時　
10
人

５
０
０
円

②
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

12
／
５
㈮　
10
時
〜
11
時　
５
組

５
０
０
円

③
チ
ャ
レ
ン
ジ　
ウ
イ
ン
ナ
ー
燻
製
教
室

12
／
７
㈰　
10
時
〜
11
時
30
分　
10
人

１
５
０
０
円

④
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
ス
ト
レ
ッ
チ

ポ
ー
ル

12
／
10
㈬　
18
時
30
分
〜
19
時
30
分

20
人　
５
０
０
円

⑤
ベ
ー
コ
ン
燻
製
教
室

12
／
12
㈮　
10
時
〜
16
時　
10
人　
７
千
円

⑥
ウ
イ
ン
ナ
ー
燻
製
教
室

12
／
13
㈯　
10
時
〜
13
時　
10
人　
３
千
円

⑦
ベ
ー
コ
ン
＆
ウ
イ
ン
ナ
ー
燻
製
教
室

12
／
19
㈮　
10
時
〜
16
時　
10
人

９
千
円

講
座
・
教
室
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I N F O R M A T I O N は申し込み、 は問い合わせ

月日 医療機関名 町名 電話番号

11/16
㈰

児玉小児科 花繰町 25-5570
坂元医院（内・胃） 牟田町 22-0360
ホームクリニックみまた（内・呼） 三股町 52-1348
福島外科胃腸科整形外科医院 都北町 38-1633
いき形成外科ひふ科クリニック 年見町 45-0020
ふたみ眼科 都北町 38-5532
やすひさ歯科医院 安久町 39-5900

11/23
㈰

畠中小児科医院 三股町 52-6000
宮永病院（内・胃・外） 松元町 22-2015
メディカルシティ東部病院（内）立野町 22-2240
吉見クリニック（外・整・内）高城町 58-5633
さかいクリニック形成外科・
皮ふ科 大王町 57-0155

くぼた眼科 南鷹尾町 26-3100
永井歯科医院 八幡町 22-1080

11/24
㈪

原田医院（内・小・外） 郡元町 26-3330
坂元循環器内科医院 宮丸町 57-9933
ライフクリニック（内） 安久町 39-2525
都城フォレスト・クリニック
脳神経外科 下川東 80-4313

清風会クリニック（泌） 栄 町 25-1177
すみ産婦人科医院 東 町 23-1152
花森歯科医院 都原町 25-8345

11/30
㈰

仮屋医院（内・小） 上水流町 36-0521
有川呼吸器内科医院 上川東 24-6677
宇宿医院（内・胃・消） 栄 町 25-9031
たかお浜田医院（外・内） 鷹 尾 22-8818
もちお蛯原医院（整・形） 蓑原町 21-5355
いそいち産婦人科医院 平塚町 22-4585
浜田歯科医院 牟田町 22-1355

月日 医療機関名 町名 電話番号

12/7
㈰

久保原田中医院（内・小） 久保原町 22-7700
ベテスダクリニック（内） 年見町 22-1700
長倉医院（内） 三股町 52-2109
川畑医院（外・胃） 年見町 46-3225
池之上整形外科（整・リハ・
リウ） 上川東 23-2311

あきづき医院（精） 上水流町 36-0534
はまだ歯科医院 三股町 51-3777

12/14
㈰

たけしたこども医院（小） 三股町 51-0005
鵜木循環器内科医院 花繰町 26-0008
いづみ内科医院 鷹 尾 22-7111
都北ごとうクリニック（外・肛）都北町 38-6060
寺本整形外科医院 北原町 22-1171
もりぞの耳鼻咽喉科 甲斐元町 36-6036
中央歯科 牟田町 25-0007

12/21
㈰

柳田病院（小・内） 東 町 22-4862
瀬ノ口医院（内・消） 姫城町 25-5155
みしま内科クリニック（内・循）三股町 51-8100
とまり内科外科胃腸科医院 三股町 52-1135
きたむら皮膚科クリニック
（皮・アレ） 吉尾町 38-7300

永吉眼科医院 姫城町 22-1530
東歯科医院 三股町 52-6004

12/28
㈰

共立医院（小） 蔵原町 22-0213
松山医院（内・呼・リウ） 上川東 24-1046
大岐医院（内・胃） 山之口町 57-2025
山路医院（外・内） 山田町 64-3133
小牧病院（整） 立野町 24-1212
武田産婦人科医院 蔵原町 22-0336
広瀬歯科医院 妻ケ丘町 25-6800

11/16㈰
はなぐり、かじや牟田町、サンライト三股、
都北町、トリム都城（年見町）

11/23㈰
ひばり（三股町）、プリマリー（牟田町）、
サクラ（立野町）、グリーン（高城町）、
大王町、たかお（南鷹尾町）

11/24㈪
白山（郡元町）、アート（宮丸町）、
リブ（安久町）、サンライト川東、
みんなの都城（北原町）、東町マリンバ

11/30㈰
そうごう志和池（上水流町）、そうごう上川東、
そうごうたかお、くじら（南横市町）

12/7㈰
ハートハンズ（久保原町）、ファーマライズ
都城（年見町）、そうごう三股仲町、
すずかけ（上水流町）、チェロ（上川東）

12/14 ㈰
みまたファミリー、さわやか（花繰町）、
ひむか都城（都北町）、ひむか甲斐元町

12/21㈰
東町、姫城、さくら（三股町）、大光（三股町）、
ケーアイ吉尾、マリンバ姫城

12/28㈰
坂口（蔵原町）、ふれあい川東（上川東）、
そうごう山田、くげ（立野町）、サン蔵原

医療情報ネット

●休日当番薬局　※（　）内は町名

※診療機関は変更することがあります
　詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、歯科医師会は☎25-4100）で確認ください

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00　※歯科は17：00まで

◎便利な 医療情報ネット
（ナビイ）も利用ください
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I N F O R M A T I O N は申し込み、 は問い合わせ

月日 医療機関名 町名 電話番号

11/16
㈰

児玉小児科 花繰町 25-5570
坂元医院（内・胃） 牟田町 22-0360
ホームクリニックみまた（内・呼） 三股町 52-1348
福島外科胃腸科整形外科医院 都北町 38-1633
いき形成外科ひふ科クリニック 年見町 45-0020
ふたみ眼科 都北町 38-5532
やすひさ歯科医院 安久町 39-5900

11/23
㈰

畠中小児科医院 三股町 52-6000
宮永病院（内・胃・外） 松元町 22-2015
メディカルシティ東部病院（内）立野町 22-2240
吉見クリニック（外・整・内）高城町 58-5633
さかいクリニック形成外科・
皮ふ科 大王町 57-0155

くぼた眼科 南鷹尾町 26-3100
永井歯科医院 八幡町 22-1080

11/24
㈪

原田医院（内・小・外） 郡元町 26-3330
坂元循環器内科医院 宮丸町 57-9933
ライフクリニック（内） 安久町 39-2525
都城フォレスト・クリニック
脳神経外科 下川東 80-4313

清風会クリニック（泌） 栄 町 25-1177
すみ産婦人科医院 東 町 23-1152
花森歯科医院 都原町 25-8345

11/30
㈰

仮屋医院（内・小） 上水流町 36-0521
有川呼吸器内科医院 上川東 24-6677
宇宿医院（内・胃・消） 栄 町 25-9031
たかお浜田医院（外・内） 鷹 尾 22-8818
もちお蛯原医院（整・形） 蓑原町 21-5355
いそいち産婦人科医院 平塚町 22-4585
浜田歯科医院 牟田町 22-1355

月日 医療機関名 町名 電話番号

12/7
㈰

久保原田中医院（内・小） 久保原町 22-7700
ベテスダクリニック（内） 年見町 22-1700
長倉医院（内） 三股町 52-2109
川畑医院（外・胃） 年見町 46-3225
池之上整形外科（整・リハ・
リウ） 上川東 23-2311

あきづき医院（精） 上水流町 36-0534
はまだ歯科医院 三股町 51-3777

12/14
㈰

たけしたこども医院（小） 三股町 51-0005
鵜木循環器内科医院 花繰町 26-0008
いづみ内科医院 鷹 尾 22-7111
都北ごとうクリニック（外・肛）都北町 38-6060
寺本整形外科医院 北原町 22-1171
もりぞの耳鼻咽喉科 甲斐元町 36-6036
中央歯科 牟田町 25-0007

12/21
㈰

柳田病院（小・内） 東 町 22-4862
瀬ノ口医院（内・消） 姫城町 25-5155
みしま内科クリニック（内・循）三股町 51-8100
とまり内科外科胃腸科医院 三股町 52-1135
きたむら皮膚科クリニック
（皮・アレ） 吉尾町 38-7300

永吉眼科医院 姫城町 22-1530
東歯科医院 三股町 52-6004

12/28
㈰

共立医院（小） 蔵原町 22-0213
松山医院（内・呼・リウ） 上川東 24-1046
大岐医院（内・胃） 山之口町 57-2025
山路医院（外・内） 山田町 64-3133
小牧病院（整） 立野町 24-1212
武田産婦人科医院 蔵原町 22-0336
広瀬歯科医院 妻ケ丘町 25-6800

11/16㈰
はなぐり、かじや牟田町、サンライト三股、
都北町、トリム都城（年見町）

11/23㈰
ひばり（三股町）、プリマリー（牟田町）、
サクラ（立野町）、グリーン（高城町）、
大王町、たかお（南鷹尾町）

11/24㈪
白山（郡元町）、アート（宮丸町）、
リブ（安久町）、サンライト川東、
みんなの都城（北原町）、東町マリンバ

11/30㈰
そうごう志和池（上水流町）、そうごう上川東、
そうごうたかお、くじら（南横市町）

12/7㈰
ハートハンズ（久保原町）、ファーマライズ
都城（年見町）、そうごう三股仲町、
すずかけ（上水流町）、チェロ（上川東）

12/14 ㈰
みまたファミリー、さわやか（花繰町）、
ひむか都城（都北町）、ひむか甲斐元町

12/21㈰
東町、姫城、さくら（三股町）、大光（三股町）、
ケーアイ吉尾、マリンバ姫城

12/28㈰
坂口（蔵原町）、ふれあい川東（上川東）、
そうごう山田、くげ（立野町）、サン蔵原

医療情報ネット

●休日当番薬局　※（　）内は町名

※診療機関は変更することがあります
　詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、歯科医師会は☎25-4100）で確認ください

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00　※歯科は17：00まで

◎便利な 医療情報ネット
（ナビイ）も利用ください



20広報 都城 令和７年11月号

対
象
者
、
個
別
通
知
者　
※
申
し
込
み
順

◉
日
程
・
場
所

◉
受
付
時
間　
①
９
時
30
分
〜
10
時
20
分
、

②
13
時
〜
13
時
50
分

◉
定
員　
①
80
人
、
②
50
人

◉
検
診
料　
千
円

【
①
胃
が
ん
検
診
、②
特
定
・
後
期
高
齢
者

健
診
、
③
肺
が
ん
検
診
、
④
大
腸
が
ん
検

診
】

◉
対
象　
40
歳
以
上
の
市
民

※ 

②
は
国
保
加
入
者
お
よ
び
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
加
入
者
の
み
。
申
し
込
み
順

◉
日
程
・
場
所

◉
受
付
時
間　
９
時
〜
11
時

◉
定
員　
①
56
人
、
②
各
70
人
、
③
④
な

し◉
検
診
料　
①
１
４
０
０
円
、②
③
無
料
、

④
５
０
０
円

予
約
フ
ォ
ー
ム
、
電
話

ま
た
は
健
康
課
窓
口

☎
23
–
２
７
６
５

市
有
財
産
の
売
却

◉
物
件
・
所
在
・
地
目
・
地
積
・
最
低
売

却
価
格

Ｍ
Ｒ
Ｔ
ラ
ジ
オ
（
Ａ
М
９
３
６
㌔
㌹
）
の

一
部
Ａ
М
ラ
ジ
オ
局
が
運
用
休
止
し
ま
す

◉
対
象
の
送
信
所　
都
城
、
小
林
、
日
南

◉
休
止
期
間　
12
月
１
日
㈪
〜
令
和
８
年

９
月
30
日
㈬

※ 

休
止
後
は
ワ
イ
ド
Ｆ
М
90
・
４
メ　

　
ガ
㌹
お

よ
び
ｒ
ラ

ジ

コ

ａ
ｄ
ｉ
ｋ
ｏ
で
聴
取
可
能
。
休

止
期
間
終
了
後
、
廃
止
の

可
能
性
あ
り
。詳
し
く
は
、

М
Ｒ
Ｔ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
く
だ
さ
い

平
日
10
時
〜
17
時
に
電
話
ま
た
は
メ
ー

ル
で
М
Ｒ
Ｔ
放
送
技
術
部

☎
０
９
８
５
–
27
–
６
８
３
６

fm
90.4@

m
rt.jp

12
月
の
巡
回
が
ん
検
診
（
要
予
約
）

【
乳
が
ん
検
診
】

◉
対
象　
40
歳
以
上
の
和
暦
で
偶
数
年
生

ま
れ
の
女
性
、
ま
た
は
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

対
象
者　
※
申
し
込
み
順

◉
日
程
・
場
所

◉
受
付
時
間　
①
９
時
30
分
〜
11
時
20
分
、

②
13
時
〜
15
時
20
分

◉
定
員　
①
24
人
、
②
30
人

◉
検
診
料　
２
千
円

【
子
宮
頸け
い
が
ん
検
診
】

◉
対
象　
20
歳
以
上
の
和
暦
で
偶
数
年
生

ま
れ
の
女
性
、
ま
た
は
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た

◉
寄
附
額
・
寄
附
を
活
用
す
る
取
り
組
み

総
合
政
策
課　
☎
23
–
７
１
６
１

野
焼
き
は
火
入
れ
許
可
が
必
要
で
す

　
田
畑
の
あ
ぜ
な
ど
を
野
焼
き
す
る
と
き

は
、
10
人
以
上
の
防
火
体
制
を
整
え
、
10

日
前
ま
で
に
市
に
火
入
れ
許
可
申
請
を
行

い
、
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
火
入
れ
の
際
は
必
ず
消
火
器
具

を
準
備
く
だ
さ
い
。

森
林
保
全
課　
☎ 

23
–
２
１
５
２

◉
入
札
日
時　
12
月
12
日
㈮　
10
時

◉
入
札
場
所　
市
役
所
本
館
３
階
災
害
対

策
班
活
動
室

◉
入
札
参
加
資
格　
次
の
全
て
を
満
た
す

個
人
ま
た
は
法
人

・ 

市
税
お
よ
び
消
費
税
な
ど
の
滞
納
が
な

い
・ 

暴
力
団
対
策
法
な
ど
に
規
定
す
る
暴
力

団
員
ま
た
は
そ
の
関
係
者
で
な
い

※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

12
月
１
日
㈪
15
時
ま
で

に
財
産
活
用
課　
☎
23
–
２
６
７
２

11
月
９
日
は

市
民
一
斉
清
掃
・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

宮
崎

　
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
宮
崎
は
、
環
境
保
全

や
自
然
保
護
に
対
す
る
県
民
意
識
の
高
揚

を
図
り
、
美
し
い
自
然
と
共
生
し
た
環
境

に
や
さ
し
い
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
、
県
民
総
ぐ
る
み
の
環

境
美
化
活
動
で
す
。

　
家
の
周
り
に
あ
る
道
路
・
側
溝
の
草
取

り
や
落
ち
葉
掃
き
、
花
を
植
え
る
緑
化
活

動
な
ど
、
自
分
に
で
き
る
範
囲
で
地
域
を

き
れ
い
に
す
る
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

※ 

地
域
に
よ
っ
て
日
に
ち
が
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す

環
境
政
策
課　
☎
23
–
２
１
３
０

お
知
ら
せ

株
式
会
社
ア
イ
モ
バ
イ
ル（
東
京
都
渋
谷
区
）

３
０
０
万
円　
農
林
畜
産
業
の
振
興
に
関
す

る
事
業

リ
フ
ェ
コ
株
式
会
社
（
福
岡
県
福
岡
市
）

10
万
円　
子
育
て
支
援
事
業

株
式
会
社
Ｎ
Ａ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
（
宮
崎
市
）

子
育
て
支
援
事
業　
※
寄
附
額
非
公
表

株
式
会
社
ゼ
ロ
ア
ク
セ
ル
（
東
京
都
千
代
田

区
）

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業　
※
寄
附
額
非
公
表

株
式
会
社
国
土
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
宮

崎
市
）

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る
事
業

※
寄
附
額
非
公
表

株
式
会
社
ア
ー
ス
ダ
ン
ボ
ー
ル
（
埼
玉
県
北

足
立
郡
伊
奈
町
）

子
育
て
支
援
事
業　
※
寄
附
額
非
公
表

大
岩
田
児
童
プ
ー
ル
跡
地
（
大
岩
田
町

５
５
１
５
番
１
）

雑
種
地　
７
６
７
平
方
㍍　
３
２
２
万
円

12
／
２
㈫

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

12
／
16
㈫

五
十
市
地
区
公
民
館

12
／
16
㈫

五
十
市
地
区
公
民
館

12
／
13
㈯

五
十
市
地
区
公
民
館

21 Miyakonojo City Public Relatio㎱    2025.11

大切にしたい家族の時間
「家庭の日」

未来のために減らそう！
プラスチックごみ

I N F O R M A T I O N は申し込み、 は問い合わせ

ご
存
知
で
す
か

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕
事

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員

の
知
識
や
経
験
を
生
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

仕
事
を
行
い
ま
す
。
業
務
内
容
に
よ
り
費

用
は
異
な
り
ま
す
。

◉
業
務
内
容　
賞
状
や
卒
業
証
書
な
ど
の

筆
耕
、
樹
木
せ
ん
定
や
消
毒
、
除
草
や
草

刈
り
、空
き
家
管
理
、墓
の
管
理
（
清
掃
、

供
花
、
墓
参
り
代
行
）、
家
事
援
助
、
チ
ラ

シ
な
ど
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
、
電
球
交
換
や

カ
ー
テ
ン
の
付
け
替
え　
な
ど

※
会
員
募
集
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
25
–
１
０
０
０

ご
存
知
で
す
か
検
察
審
査
会

　
検
察
審
査
会
制
度
は
、
検
察
官
が
事
件

を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴

処
分
）
の
良
し
あ
し
を
、
選
挙
権
を
有
す

る
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
11
人

の
検
察
審
査
員
が
審
査
す
る
国
民
参
加
型

の
大
切
な
制
度
で
す
。

　
令
和
８
年
度
の
候
補
者
に
選
ば
れ
た
人

に
は
、
11
月
中
旬
ご
ろ
に
通
知
を
郵
送
し

ま
す
。

宮
崎
検
察
審
査
会
事
務
局

　
☎
０
９
８
５
–
68
–
５
１
２
０

 環境業務課　☎24-5560

　プラスチックごみの一部が、不適正な処理のた
め海洋へ流出し、その量は年々増加しています。
このままでは、地球規模での環境汚染が懸念され
ています。

プラスチックごみを減らす３つのポイント
・マイバッグやマイ箸、マイボトルを使用する
・ プラスチック製のコップやスプーン、フォーク、
ストローの使用を減らす
・ごみはルールに従って正しく分別する

４
よんアール

Ｒの推進～使い捨てから循環型社会へ～
　ごみを減らし、限りある資源を大切にして、環
境に優しい社会をつくる重要な取り組み「４Ｒ運
動」に積極的に取り組みましょう。
●R

リ フ ュ ー ズ

efuse…ごみになるものを断る
●R

リ デ ュ ー ス

educe…ごみを減らす
●R

リ サ イ ク ル

ecycle…正しく分別し、再生利用する
●R

リ ユ ー ス

euse…繰り返し使う

市の取り組み
　市では、「家庭の日」に家族で市内文化施設に
来館した際の入場料を無料にしています。対象施
設などは次のとおりです。ぜひ利用ください。
◉施設・対象者

　県は、家族の心の触れ合いを大切にする日とし
て、毎月第３日曜日を「家庭の日」と定めていま
す。家族が温かい心の触れ合いを持ち、明るく楽
しく過ごす1日にしてみませんか。

 生涯学習課　☎23-9545

市立美術館　☎ 25-1447
都城島津邸　☎ 23-2116
山之口麓文弥節人形浄瑠璃資料館　☎ 57-5295
高校生以下の子ども連れの家族

都城市歴史資料館　☎ 25-8011
高城郷土資料館　☎ 58-5963
高校生以下の子どもまたは妊娠中の人がいる家族

介
護
の
有
資
格
者
届
出
制
度
を
活
用

く
だ
さ
い

　
介
護
福
祉
士
な
ど
の
資
格
を
持
つ
人
が

介
護
の
仕
事
を
離
れ
て
も
、
介
護
の
仕
事

で
再
び
活
躍
で
き
る
届
出
制
度
を
ご
存
知

で
す
か
。

　
届
出
・
登
録
す
る
と
、
求
職
活
動
の
支

援
や
福
祉
の
仕
事
に
関
す
る
最
新
情
報
の

提
供
、
資
格
取
得
や
研
修
な
ど
に
関
す
る

情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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詳
し
く
は
、
福
祉
の
お
仕

事
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
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く
だ
さ
い
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都
城
市
議
会
議
員
選
挙
の
立
候
補
届

出
等
説
明
会

　
立
候
補
予
定
の
人
は
必
ず
出
席
く
だ
さ

い
。

◉
日
時　
11
月
19
日
㈬　
10
時
〜

◉
場
所　
中
央
公
民
館

【
選
挙
期
日
】

◉
告
示
日　
令
和
８
年
１
月
18
日
㈰

◉
投
票
日　
令
和
８
年
１
月
25
日
㈰

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
☎
23
–
７
８
６
４
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大切にしたい家族の時間
「家庭の日」

未来のために減らそう！
プラスチックごみ

I N F O R M A T I O N は申し込み、 は問い合わせ

ご
存
知
で
す
か

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕
事

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員

の
知
識
や
経
験
を
生
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

仕
事
を
行
い
ま
す
。
業
務
内
容
に
よ
り
費

用
は
異
な
り
ま
す
。

◉
業
務
内
容　
賞
状
や
卒
業
証
書
な
ど
の

筆
耕
、
樹
木
せ
ん
定
や
消
毒
、
除
草
や
草

刈
り
、空
き
家
管
理
、墓
の
管
理
（
清
掃
、

供
花
、
墓
参
り
代
行
）、
家
事
援
助
、
チ
ラ

シ
な
ど
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
、
電
球
交
換
や

カ
ー
テ
ン
の
付
け
替
え　
な
ど

※
会
員
募
集
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
25
–
１
０
０
０

ご
存
知
で
す
か
検
察
審
査
会

　
検
察
審
査
会
制
度
は
、
検
察
官
が
事
件

を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴

処
分
）
の
良
し
あ
し
を
、
選
挙
権
を
有
す

る
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
11
人

の
検
察
審
査
員
が
審
査
す
る
国
民
参
加
型

の
大
切
な
制
度
で
す
。

　
令
和
８
年
度
の
候
補
者
に
選
ば
れ
た
人

に
は
、
11
月
中
旬
ご
ろ
に
通
知
を
郵
送
し

ま
す
。

宮
崎
検
察
審
査
会
事
務
局
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来館した際の入場料を無料にしています。対象施
設などは次のとおりです。ぜひ利用ください。
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　県は、家族の心の触れ合いを大切にする日とし
て、毎月第３日曜日を「家庭の日」と定めていま
す。家族が温かい心の触れ合いを持ち、明るく楽
しく過ごす1日にしてみませんか。
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都城島津邸　☎ 23-2116
山之口麓文弥節人形浄瑠璃資料館　☎ 57-5295
高校生以下の子ども連れの家族

都城市歴史資料館　☎ 25-8011
高城郷土資料館　☎ 58-5963
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♦
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
支
援

　
Ｍ
Ｊ
に
は
大
・
中
の
２
つ
の
ホ
ー
ル
や

会
議
室
、練
習
室
、和
室
、創
作
室
、ワ
ー

ク
ル
ー
ム
が
あ
り
、
文
化
芸
術
活
動
の
練

習
や
発
表
、
打
ち
合
せ
、
講
演
会
な
ど
、

目
的
に
応
じ
た
施
設
の
利
用
が
で
き
ま
す
。

♦
気
軽
に
文
化
芸
術
に
触
れ
る

　
Ｍ
Ｊ
で
は
、
文
化
芸
術
を
気
軽
に
楽
し

め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
つ
が
「
ア
ナ
ロ
グ
レ
コ
ー
ド

倶
楽
部
」。
デ
ジ
タ
ル
で
は
味
わ
え
な
い
、

手
間
を
か
け
て
音
楽
を
楽
し
ん
で
い
た
時

代
の
思
い
出
を
共
有
で
き
ま
す
。
多
世
代

が
一
緒
に
楽
し
め
る
場
で
す
。
気
軽
に
参

加
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
、
Ｍ
Ｊ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

　
寒
さ
が
増
す
こ
の
季
節
、
暖
房
の
使
用

時
間
が
長
く
な
る
と
、
光
熱
費
や
二
酸
化

炭
素
排
出
量
が
増
加
し
ま
す
。
少
し
の
工

夫
で
、
快
適
さ
を
保
ち
な
が
ら
省
エ
ネ
や

地
球
温
暖
化
対
策
が
期
待
で
き
ま
す
。
家

庭
で
今
日
か
ら
で
き
る
エ
コ
活
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

自
宅
で
で
き
る
冬
の
エ
コ
活

　

地
球
環
境
に
配
慮
し
た
省
エ
ネ
活
動

「
エ
コ
活
」。
体
調
や
天
候
に
合
わ
せ
て
、

無
理
の
な
い
範
囲
で
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。

【
暖
房
の
工
夫
】

・
窓
に
厚
手
の
カ
ー
テ
ン
を
掛
け
る

・
定
期
的
に
フ
ィ
ル
タ
ー
を
清
掃
す
る

・
使
用
し
て
い
な
い
部
屋
の
暖
房
は
消
す

【
給
湯
の
工
夫
】

・
入
浴
は
間
隔
を
開
け
ず
に
入
る

・ 

湯
の
出
し
す
ぎ
に
注
意
し
、
シ
ャ
ワ
ー

の
時
間
を
短
く
す
る

【
冷
蔵
庫
の
工
夫
】

・ 

冷
蔵
庫
の
冷
や
し
す
ぎ
を
避
け
、
扉
を

開
け
る
時
間
を
短
く
す
る

・
食
品
を
詰
め
込
み
す
ぎ
な
い

【
調
理
の
工
夫
】

・ 

炎
は
鍋
底
か
ら
は
み
出
さ
な
い
よ
う
に

火
力
を
調
整
す
る

・
皿
を
洗
う
と
き
は
湯
の
温
度
を
下
げ
る

環境政策課
主事

黒江　雄大

エコ活を
　家族で楽しみませんか
　「今月の電気代を先月より減
らそう！」と家族で目標を立て
れば、エコ活が楽しいゲームに
なります。カレンダーに記録し
ながら続けて、新しい習慣にし
ましょう。地球に優しい暮らし
を実践してみませんか。

Music
Side A

1. New awakening
2. The beginning of the day

3. Late lunch
4. Heartwarming Supper
5. Invitation to quiet sleep

　ＭＪでは、皆さんの利用をよ
り便利にするため、館内にデジ
タルサイネージ（電子看板）を
設置。ホールイベントの詳しい
情報に加え、利用予約のある会
場の場所や時間などをリアルタ
イムで分かりやすく表示してい
ます。施設の最新情報をひと目
で確認できるので、初めて訪れ
る人も迷わずスムーズにＭＪを
利用できます。

◎
問
い
合
わ
せ　

地
域
振
興
課　
　
　

☎
23
–
２
１
３
２

総
合
文
化
ホ
ー
ル　

☎
23
–
７
１
４
０

◎
問
い
合
わ
せ　

環
境
政
策
課　

☎
23
–
２
１
３
０

こ
こ
に
来
れ
ば
何
か
が
始
ま
る

こ
こ
に
来
れ
ば
何
か
が
始
ま
る

 

〜
ア
ー
ト
ふ
る
パ
ー
ク
〜

電
気
代
と
一
緒
に
二
酸
化
炭
素
を
減
ら
そ
う

都
城
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

都
城
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

誰もが利用しやすいＭＪへ

OFF

家
庭
で
で
き
る
、

　
　
　
　
　
冬
の
エ
コ
活

　

総
合
文
化
ホ
ー
ル
（
通
称

：

Ｍエ
ム
ジ
ェ
イＪ

）
は

全
て
の
人
に
開
か
れ
た
施
設
を
目
指
し
、

誰
も
が
文
化
芸
術
を
楽
し
め
る
た
め
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

安全・安心
情報情報 Safety and securit

y

information

読者のお便り読者のお便り

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い

※ 応募者の個人情報は、当選者発表と商品発送、質問などの回答
以外には利用しません

ご協力ありがとうございました。

◉ あなたの年代は？（○をつけてください）

10代・20～30代・40～50代・60～70代・80代以上

◉ 11月号で特に興味を持ったページのタイトル

◉ 11月号を読んでのわたしの一言

◉ 最近の関心事や身の回りのことなど

　公民館の取り組みを詳しく知れました。これ
からも行事に積極的に参加して、高崎町を皆で
明るく盛り上げていきたいと思います。
 （LINE投稿　Ｙ・Ｙさん）

　ふるさと納税の11年連続全国トップ10入り、
おめでとうございます。東京の電車で都城市の
広告を見てうれしくなりました。これからも応
援しています。 （LINE投稿　カピバラさん）

　どこシル伝言板の記事を読んで、認知症を
患った亡き母を思い出しました。介護する人に
も周囲の人にも分かりやすい、良い取り組みだ
と思います。 （松元町　ネイビーさん）

　両親の介護で忙しい日々の中、広報紙でいろ
いろな情報が分かり助かっています。時間を
作って講座や教室に参加してリフレッシュして
います。 （高崎町縄瀬　まこさん）

◎問い合わせ　
　総務課
　☎ 23-7183

９月号に寄せられた皆
さんからのお便りを紹介し
ます

　全国的に、警察官を装った次の
ような手口が多発しています。

①警察を名乗る相手から電話がかかってくる
② 「あなたは事件の容疑者である」などと不安にさせ、
LINEなどのメッセージアプリへ誘導する
③ ビデオ通話で偽の警察手帳や逮捕状を見せ、「資産
を確認する」などと言って金を振り込ませる

【詐欺被害を防ぐためのポイント】
　警察が正規の捜査でSNSやビデオ通話を利用
することはありません。不審な連絡を受けた場合
は、相手の所属や氏名を確認して一旦電話を切
り、警察署や警察安全相談に連絡ください。また、
少しでも不安に思ったら、家族や知人など身近な
人にも相談しましょう。

　顧問の栁田先生の指導の下、部員27人で日々練習
に励んでいます。今年の夏には、九州大会で２位の成
績を収め、初の全日本中学校バレーボール選手権大会
に出場。先輩方をはじめ、これまで関わってくれた人
たちの思いをつないで勝利し、日本一になって恩返し
するという決意を込めた「絆

きけい か ど う
繋勝導」のスローガンを

掲げ、１戦１戦に挑んできました。これからもチーム
の強みである団結力を大切にしながら頑張ります！

◎問い合わせ　秘書広報課　☎23-3174

妻ケ丘中学校　男子バレーボール部

M
iy
ak
on
oj
o P

ublic Relations　
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Readers
Voice

【相談先】　都城警察署　☎24-0110
警察安全相談　☎#9110　

警察官を装った詐欺に注意！
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からも行事に積極的に参加して、高崎町を皆で
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 （LINE投稿　Ｙ・Ｙさん）

　ふるさと納税の11年連続全国トップ10入り、
おめでとうございます。東京の電車で都城市の
広告を見てうれしくなりました。これからも応
援しています。 （LINE投稿　カピバラさん）

　どこシル伝言板の記事を読んで、認知症を
患った亡き母を思い出しました。介護する人に
も周囲の人にも分かりやすい、良い取り組みだ
と思います。 （松元町　ネイビーさん）

　両親の介護で忙しい日々の中、広報紙でいろ
いろな情報が分かり助かっています。時間を
作って講座や教室に参加してリフレッシュして
います。 （高崎町縄瀬　まこさん）

◎問い合わせ　
　総務課
　☎ 23-7183

９月号に寄せられた皆
さんからのお便りを紹介し
ます

　全国的に、警察官を装った次の
ような手口が多発しています。

①警察を名乗る相手から電話がかかってくる
② 「あなたは事件の容疑者である」などと不安にさせ、
LINEなどのメッセージアプリへ誘導する

③ ビデオ通話で偽の警察手帳や逮捕状を見せ、「資産
を確認する」などと言って金を振り込ませる

【詐欺被害を防ぐためのポイント】
　警察が正規の捜査でSNSやビデオ通話を利用
することはありません。不審な連絡を受けた場合
は、相手の所属や氏名を確認して一旦電話を切
り、警察署や警察安全相談に連絡ください。また、
少しでも不安に思ったら、家族や知人など身近な
人にも相談しましょう。

　顧問の栁田先生の指導の下、部員27人で日々練習
に励んでいます。今年の夏には、九州大会で２位の成
績を収め、初の全日本中学校バレーボール選手権大会
に出場。先輩方をはじめ、これまで関わってくれた人
たちの思いをつないで勝利し、日本一になって恩返し
するという決意を込めた「絆

きけい か ど う
繋勝導」のスローガンを

掲げ、１戦１戦に挑んできました。これからもチーム
の強みである団結力を大切にしながら頑張ります！

◎問い合わせ　秘書広報課　☎23-3174

妻ケ丘中学校　男子バレーボール部
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【相談先】　都城警察署　☎24-0110
警察安全相談　☎#9110　

警察官を装った詐欺に注意！



読者プレゼント今月の

プレゼントの応募方法

※ 市公式LINEとお友だちの人は、プレゼントボタンから
応募できます

▶
点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い

読者のお便り

　
都
城
は
銘
茶
の
産
地
。
冬
と
夏
、
昼
と

夜
の
寒
暖
差
が
大
き
い
盆
地
特
有
の
気
候

が
、
茶
葉
に
適
度
な
ス
ト
レ
ス
を
与
え
、

香
り
高
い
お
茶
を
育
み
ま
す
。

　
こ
の
都
城
の
地
で
、
新
た
に
茶
審
査
技

術
七
段
の
茶
師
が
誕
生
し
ま
し
た
。
茶
審

査
技
術
の
資
格
は
、
全
国
茶
審
査
技
術
競

技
大
会
で
成
績
に
応
じ
て
段
位
が
授
与
さ

れ
ま
す
。
昇
段
率
が
非
常
に
低
い
大
会
で
、

最
高
位
の
十
段
に
な
る
と
、
全
国
で
も
二

十
数
名
し
か
い
ま
せ
ん
。
今
回
、
そ
の
七

段
を
取
得
し
た
の
が
「
斉
光
園
」
の
前
田

良
介
代
表
取
締
役
で
す
。

　
昭
和
29
年
に
創
業
し
た
同
社
は
、
都
城

お
よ
び
周
辺
地
域
で
前
田
代
表
自
ら
が
厳

選
し
た
茶
葉
を
仕
入
れ
、
自
社
工
場
で
火

入
れ
や
合ご

う

組ぐ
み

（
茶
葉
を
ブ
レ
ン
ド
す
る
こ

と
）
を
行
い
、
う
ま
み
を
引
き
出
し
た
深

蒸
し
緑
茶
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

　
約
10
年
前
に
家
業
を
継
い
だ
前
田
代
表

は
、
都
城
高
専
を
卒
業
後
、
大
手
電
機

メ
ー
カ
ー
を
経
て
培
っ
た
「
も
の
づ
く
り

の
精
神
」
を
お
茶
づ
く
り
に
も
込
め
て
い

ま
す
。
品
質
へ
の
妥
協
を
許
さ
ず
、
日
々

試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
丁
寧
な
加
工
作

業
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
飲
む
人
が
忙
し

い
日
々
の
中
で
〝
ほ
っ
と
一
息
〞
つ
け
る

時
間
を
届
け
て
い
ま
す
。

　「
農
作
物
で
あ
る
茶
葉
は
、
毎
年
味
が

変
わ
り
ま
す
。
ま
さ
に
お
茶
は
一
期
一
会

の
飲
み
物
。
店
に
よ
っ
て
も
味
が
異
な
る

た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
お
茶
屋
で
飲
み
比
べ

を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。
お
茶
の
消
費
量
が

減
少
し
て
い
る
今
、
お
茶
の
魅
力
を
伝
え
、

業
界
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
語
る

前
田
代
表
の
瞳
に
は
、
産
地
の
未
来
を
担

う
熱
い
思
い
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

力企業の

都城をけん引する企業を紹介

Vol.62

有限会社茶
ちゃ
圃
ほ
斉
さい
光
こう
園
えん

☎ 22-0337

Corporate
Power

今年合格した茶審査技術７段の賞状

代表取締役　前田良介さん

◎応募締め切り　11月30日（日）　当日消印有効
◎当選者発表　本紙１月号
◎９月号当選者　まこさん　ほか４人
◎９月号応募総数　119通

はがきに住所、氏名、電話番号と、11月号を読んだ
感想などを書いて〒885-8555まで。
応募者の中から抽選でプレゼントを差し上げます。

　「とろん、とぽん、つるん。」の青井岳温泉が、12月３
日㈬にグランドオープンを迎えます。POLA認定「美整
リペア温泉」で心も体もモチモチつるんっ。お風呂で一
日ゆるりとくつろぐ、新しい温浴体験をしてみませんか。

ヤマブルー株式会社（山之口町山之口2123）☎57-2177

青井岳温泉入浴券　ペア30組
プレゼント提供事業者

郵便はがきにこの面を貼り付けて、
宛名面に次のとおり記載の上、郵送ください。

宛先
　郵便番号　８８５－８５５５
　都城市役所秘書広報課　行
　※住所の記載は不要

送付者情報

お待ちしています

①氏名、②フリガナ、
③ペンネームまたはイニシャル、
④郵便番号、⑤住所、⑥電話番号

※写真は、改装後イメージ
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歴史探訪 !

都城
市立美術館vol.91
Miyakonojo City Museum of Art 

都
城
島
津

◎問い合わせ　文化財課　☎23-9547 ◎問い合わせ　都城島津邸　☎23-2116

「窓」
中村　福志　作　（1986年）

都城に伝わる妖怪伝承

怪異と信仰「諏訪三郎物語絵巻」
　島津家初代忠久が大雨の夜に狐火に守られて誕生
したという伝説から、狐との関係が深い島津家。稲
荷信仰が根付いた領内には、忠久が祝吉に御所を築
く際に建立した島津稲荷神社（郡元町）のように、
稲荷神を祭る神社が多く残っています。また、都城
島津家領主らの甲

かっちゅう

冑には狐の装飾が施されるなど、
領国の武士にとって稲荷神は一族の守護神であり、
武運長久の象徴だったことがうかがえます。
　島津家は諏訪神社も厚く信仰していて、諏訪明神
の縁起を主題とする本史料には、魔王（麒

き り ん

麟王）や
人が蛇に変じる怪異現象が描かれています。中世以
降、寺社縁起絵巻には霊的存在や妖怪が描かれる
ようになり、本史料も全国的な怪異造形化の流れに
沿ったものであると言えます。このように、島津領
内では不思議な出来事に端を発する信仰が存在し、
地誌や絵画によって伝承されてきたのです。
※ 本史料は、11月24日㈪まで開催している特別展
「怪異の受容と南九州」で展示中

　昭和61年開催の第34回市美展で大賞を受賞した本作。
何か気になるものがあったのか、子どもが引き寄せられる
ように窓枠にしがみつき、向こう側をのぞき込む姿を切り
取った写真です。
　当時審査員を務めた写真家・植田正治は「うまい場を見
つけたこと、すごく自然にとらえていること、そして画面
構成が凡

なみ

ではない。例えば窓枠と壁の線の扱い方でもそれ
は分かると思った」と評価しています。
　壁と窓と子どもというシンプルな構成ながら、壁の線を
わずかに斜めに捉えることで画面の均衡が崩れ、主役であ
る子どもの自然な姿がより印象的に浮かび上がる作品で
す。
※ 本作は、12月7日㈰まで開催中の特別展「植田正治　写
真することがとても楽しい」で展示中

◎問い合わせ　市立美術館　☎ 25-1447

　日本各地に現在まで伝わる妖怪や幽霊などの※怪
異現象に関する伝承の数々。昔はいろりを家族で囲
み、年長者が子どもたちに地域に伝わる出来事や昔
話、怪談などを語り継いでいました。
　時代の変化とともにこのような光景は見られなく
なりましたが、都城でも終戦ごろまでは各地域や
家々にさまざまな伝承が残っていました。
　今回は、「都城市史 別編 民俗文化財」に掲載さ
れている民話の一節を紹介します。

　このような口頭伝承も、貴重な民俗文化財の一つ
です。
※科学的に説明ができない不思議な事象のこと

～山の麓の霧女～

　霧島の東麓には昔から霧女が住むといわれてい

る。 色が白く面長の美人で、 霧の深い日に必ず

一人旅の男性を狙い、 寄り添ってくる。 男性が

話しかけようとすると、 すぐにその姿を消すという。

　近年でも自動車を呼び止めて乗り込み、 いつの

間にか姿を消し、 女が座ったシートはしっとりと濡れ

ていたという話が残る。 正体は老いた化けたぬき

だという説や、 御池町あたりでは白い着物を着た

修験者だという説もある。 この話は50年代にも噂

になり、 新聞記事にもなった。

諏訪三郎物語絵巻
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観光地や遊び場、イベント、グルメスポットなど、
市内で楽しめる場所・モノ・コトを紹介！

◎問い合わせ
　みやこんじょ PR課　☎23-2615

 L e
t ʼ ｓ

 m
iyakon Joy L

e
tʼ
ｓ

 m
i y

a k o n  J o y

Let’ｓ

Miyakon
Joy

みやこんじ
ょい

◎問い合わせ
市立図書館 ☎22-0239
高城図書館 ☎58-4224

新 刊 紹 介

おすすめ図書

ぼんちくんサンタがやってくる！
◉日時　12月23日㈫～25日㈭　17時～20時
◉対象　市内在住の子育て世帯
◉定員　６世帯程度　※応募多数の場合は抽選
◉申込方法　11月30日㈰までに、応募
　　　　　　フォームから申し込み
※プレゼントは事前にお預かりします
みやこんじょＰＲ課　☎23-2615

うっかり書房
そのだえり(作)、理論社(出版)

　ワオキツネザルのワオくんは、うっ
かり者で本が大好き。家が傾くほど本
がいっぱいになってしまったので、本
屋さんを開くことに。でもその後も
うっかりが続いて…。

天気のことわざは本当に当たる
のか考えてみた
猪熊隆之(著)、ベレ出版(出版)

　「ツバメが低く飛ぶと雨」「暑さ寒さ
も彼岸まで」など、天気に関すること
わざや言い伝えを山岳気象予報士の著
者が分かりやすく解説する一冊。

恐ろしいほど

使
い
方

今
年
ゃ 

柿
が 

わ
ざ
い
し
こ 

ど
っ
さ
い
な
っ
た

意
味

今
年
は 

柿
が 

恐
ろ
し
い
ほ
ど 

た
く
さ
ん
な
っ
た

◎問い合わせ　秘書広報課　☎23-3174

背景
「わざい」は、恐ろしいという意味の「業

わざ
・災
わざわ
い」が

語源で、「しこ」は「ほど・くらい」を意味する。
※方言は市内でも地域や年齢によって異なります
参考文献　瀬戸山計

け
佐
さ
儀
のり
著「都城さつま方言辞典」

ぼ
ん
ち
く
ん
サ
ン
タ
が
や
っ
て
く
る
！

　
市
内
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

で
幅
広
く
活
躍
し
て
い
る
、
都
城
市
Ｐ
Ｒ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
兼
Ｐ
Ｒ
本
部
長
の
「
ぼ
ん

ち
く
ん
」。

　
ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
、
サ
ン
タ
に
扮ふ

ん

し
た

「
ぼ
ん
ち
く
ん
サ
ン
タ
」
が
、
皆
さ
ん
の

自
宅
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
届
け
す
る
大
人

気
企
画
を
今
年
も
実
施
し
ま
す
。
当
選
し

た
家
庭
を
ぼ
ん
ち
く
ん
が
訪
問
し
、
事
前

に
預
か
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
子
ど
も
た
ち

【市 立 図 書 館】●休 館 日／
●開館時間／

11月10日～14日（蔵書点検）
９：00～21：00

【高 城 図 書 館】●休 館 日／

●開館時間／

11月４日・11日・16日・18日・
23日・25日、12月１日・９日
９：30～18：00

ぼんちくんサンタで幸せ上々

わ
ざ
い
し
こ

に
直
接
手
渡
し
し
ま
す
。

　
ぼ
ん
ち
く
ん
サ
ン
タ
に
当
日
し
て
ほ
し
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と
や
、
希
望
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど

の
リ
ク
エ
ス
ト
も
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
応
募

く
だ
さ
い
。

　
ぼ
ん
ち
く
ん
サ
ン
タ
と
一
緒
に
特
別
な

ク
リ
ス
マ
ス
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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　市役所は、市民の幸福や市の発展を実現するため
に市民サービスを提供する「サービス業」です。市
民サービスを提供するに当たって、市役所に来る全
ての人の満足を得ることは、非常に難しいことで
す。
　なぜなら、市役所には手続きや相談のためにやむ
なく来る人がほとんどであり、明るい気持ちを持っ
た人ばかりではないからです。
　そのような人に気持ち良く帰ってもらうために
は、市民目線を貫き、市民に寄り添った最良のサー
ビスを提供することが必要です。
　市民の喜びが私たちの喜びであると考えながら仕
事に取り組む必要があります。

都 城 市 現 住 人 口

※令和２年国勢調査に基づく推計人口

スマートフォンか
らも統計情報を
確認できます。

⑬

届けたい都城の風景

みんなを元気にする
レスリング選手になりたい

私の夢
福田　結希乃さん　木之川内小６年

市民目線を貫く

◎問い合わせ　フィロソフィ推進課　☎23-7163

第２部　素晴らしい都城市とするために

「実る稲穂と彼岸花」（高崎町縄瀬）

編
集
後
記

　約 10年前に担当していたファミサポ事業。今回の
取材で、利用者が増える背景には、支える援助会員
や事務局の皆さんの存在があることを改めて感じま
した。援助会員が増えることでさらに利用しやすく
なると良いですね。興味のある人はぜひ。 （直）

　滋賀県で国スポ・障スポが行われましたが、令和
９年の本県開催に向けて、本市でも着々と準備が進
んでいるのを感じています。今後もさまざまな機運
醸成イベントの様子をお届けしていきますので、皆
さんも一緒に気持ちを高めていきましょう！ （茉）

　空気が一気に秋めいて、彼岸花が市内
各所で満開を迎えた10月初旬。気付け
ば稲も黄金に色付き、収穫の時を待つば
かりの秋の景色が広がっていました。あ
ぜ道でカメラを構え、飛び回るチョウや
トンボに秋を感じたのも束の間、最後は
ミツバチに追いかけられて、慌てて逃げ
帰りました。撮影は暑さ寒さだけでな
く、時に虫との戦いでもあります。
【撮影データ】
デジタルカメラ　レンズ70～200mm・F2.8、
1/250秒　F8　焦点距離155mm　ISO100

令和７年 10月１日現在 前 月 比 前 年 比
世 帯 数 74,143 世帯 51 417
人口総数 159,014 人 35 -556
男 性 74,895 人 -1 -233
女 性 84,119 人 36 -323

第１章 一人ひとりが都城市役所
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持ち歩いても大丈夫！
マイナンバーカードは安全です !
　マイナンバーカードには、プライバシー性の高い個人情報は記録されていません。
また、偽造防止のためのさまざまなセキュリティ対策が施されています。
 ◎問い合わせ　マイナンバーカードサポートセンター　☎23-2774

　顔写真入りのため、第三者がなりすますことはで
きません。マイナンバーカードの利用には、暗証番
号による認証が必要なため、他人が悪用することは
困難です。

　マイナンバーの利用範囲や収集・保管は法令で厳
しく制限されています。また、マイナンバーを利用
する手続きでは、顔写真付きの本人確認書類などで
の本人確認が必要なため、悪用はできません。

　ICチップ部分には、税や年金などの情報は入って
いません。「健康保険証としての利用申込」や「公金
受取口座の登録」をしても、「薬剤情報」や「預貯金額」
などは記録されません。

・ カードの紛失や盗難の場合は、24時間365日体制
で一時利用停止が可能！
　【マイナンバーカード総合フリーダイヤル】　
 　☎0120-95-0178
・ アプリごとに暗証番号を設定でき、一定回数間
違えると機能ロック！

・ 不正に情報を読み出そうとすると、ICチップが
壊れる仕組み！

マイナンバーカードを落としたら

マイナンバーを他人に見られたら

個人情報は大丈夫？

Point
万全のセキュリティ対策!

持ち歩いても大丈夫！
マイナンバーカードは安全です !


